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〈
論
文
要
旨
〉
　
西
欧
の

宗
教
学
は

「

神
学
」

を
出
自
と

す

る
。

他
方、

イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
に

は

そ

も
そ

も

「

神
学
」

は

存
在
せ

ず、

イ

ス

ラ
ー

ム

学
と

　
は
「

宗
教
学
」

で

あ
っ

た
。

し

か

る
に

西

欧
の

宗
教
学
は

こ

の

イ

ス

ラ

ー

ム

の

「

宗

教
学
」

を

包
摂
す
る

道
を

選
ば

ず、

か
え
っ

て

イ

ス

ラ

ー

ム

に

　
「

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
（

東
洋
学

、

地
域
研
究）
」

と

い

う

別
の

専
攻
を

割
り

当
て、

イ

ス

ラ

ー

ム

を
視
野

に

収
め

る

こ

と

な

く
そ

の

「

宗
教
」

概

念
を

　
構
築
し
て

き

た
。

こ

う
し
て

形
成
さ

れ

た

西
欧
の

宗
教

学
も
イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
も

価
値
中
立

的
な

客
観
的
記
述
を
標
榜
す
る

が、

実
は

イ

ス

ラ

！

ム

の

　
真
理

性
要
求
の

拒
否
を
無
自
覚
な

規
範
的
前
提
と

し
て

い

る
。

　

　
本
稿
は
、

言
語
の

規
範

性
の

本
質
に

ま
で

遡
り、

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
に

お

け
る

規
範
主
義

的
ア

プ

ロ

ー

チ
の

必
要
／
必

然
性
を

基

礎
付
け、
「

イ
ス

　
ラ

ー

ム
」

の

辞

書
的
意

味
か

ら

出

発
し
て、

「

真
の

イ
ス

ラ

ー

ム
」

と

「

偽
の

イ

ス

ラ

ー
ム
」

の

識
別
を

こ

と

と

し
、

伝
統

イ
ス

ラ

ー

ム

学
と

の

接
合、

　
イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
と

の

対
話
を

可

能
な
ら

し

め

る

新
し

い

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の
パ

ラ

ダ
イ

ム

を
提
示
す
る

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
イ

ス

ラ

ー

ム

研
究、

イ

ス

ラ

ー

ム

学、

東
洋
学、

オ

リ

エ

ン

タ

リ

ズ
ム、

本
質
主
義
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本
稿
は
、

宗
教

学
と

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

関
係
を

考
え
る
こ

と

で
、

両
者
の

抱
え

る

認
識
論

的
不
備
を

明
る

み
に

出
し、

ム

研
究
に

お

け
る

規
範
的
ア
プ

ロ

ー

チ

の

必
要
性
／
必
然
性
を

論
証
す

る
。

イ
ス

ラ

ー
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一

　

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
と

は

　

世
界
の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー

ム

学
と

非
イ

ス

ラ

ー
ム

世
界
に

お

け
る

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
に

　

　
　

　
ハ
こ

大
別
で

き

る
、

と

言
う
と

、

専
門
家
以

外
に

は
、

あ

た

か

も

同
列
の

二

つ

の

学
問
体
系
が
並

存
し

て

い

る

か

の

如
き
、

誤
解
を

与
え
か

ね

な
い

。

し
か

し

現
実
に

は

両

者
は

質

量
と

も

に

比

較
に

な
ら

な
い

ほ

ど

の

隔
た

り
が

あ
る

。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
に

は

エ

ジ

プ

ト
の

ア

ズ
ハ

ル

大

学、

サ

ウ

デ
ィ

ア

ラ
ビ

ア

の

イ
マ

ー
ム

・

ム

ハ

ン

マ

ド
・

プ
ン

・

ス

ウ

ー

ド
・

イ

ス

ラ

ー
ム

大
学

、

イ
ス

ラ

ー
ム

大

学
（

マ

デ
ィ

ー

ナ
）

な

ど
大

学
レ

ベ

ル

で

の

イ
ス

ラ

ー
ム

大

学
が

存
在
し

、

そ

れ

ぞ

れ

ク
ル

ア

ー
ン

学
部

、

ハ

デ
ィ

ー
ス

学
部、

イ

ス

ラ

ー

ム

法
学
部

、

イ
ス

ラ

ー
ム

神
学

部
、

イ
ス

ラ

ー
ム

宣

教

学
部
な
ど

学
部
レ

ベ

ル

で

専
門
分
化
し

た

イ
ス

ラ

ー

ム

関
連
学
部
を

有
し
、

そ

れ

ぞ

れ
の

学
部
で

数
十
人
の

教
官
と

数
千
人
の

学
生

を

有
す

る
。

他
方

、

非
イ
ス

ラ

ー
ム

世

飛

に

は

そ

も
そ

も

大

学
レ

ベ

ル

で

の

イ
ス

ラ

ー
ム

大
学
は

存
在
し

な
い

ば

か

り
か

、

学
部
レ

ベ

ル

で

の

イ
ス

ラ

ー
ム

学
部
も
存
在
せ

ず
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ヨ　

僅
か

に

学
科
レ

ベ

ル

で

の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
学
科
が

存
在
す

る

の

み

で

あ

り
、

ま

た

質
の

レ

ベ

ル

で

も
、

専
門
研
究
を

謳
う

建
前
と

は

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　

ぞロ

裏
腹
に

内
実
は

極
め

て

貧
弱
で

あ
る

。

　

日

本
に

は

イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
の

イ
ス

ラ

ー
ム

学
は

存
在
せ

ず
、

そ

の

内
容
を

知
る

者
も
極
め

て

少
な
い

た

め
、

日

本
で

は

イ
ス

ラ

ー

ム

学
と

言
え
ば
、

非
イ
ス

ラ

ー

ム

世
界、

も
っ

と

有
体
に

言
え
ば
、

欧
米
の

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
を

指
す

。

本
稿
の

目
的
は

、

こ

の

欧
米

の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
に

範
を

取
っ

た

日

本
の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

方
法
論
の

問
題
性
を

明
ら

か

に

し
、

規
範
的
ア
プ
ロ

ー

チ
の

導
入
の

必
要
性
を

論
ず
る
こ

と

に

あ
る

。

（244） 28

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

宗教学 と イ ス ラ ーム 研究

　

　

　
　
二

　
宗
教
学
と

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究

　
現
代
の

日
本
で

「

宗
教
学
」

と

言
え

ば
、

西

欧
の

キ

リ
ス

ト

教

神
学
の

伝
統
の

中
か

ら
一

九
世
紀
に

生

ま
れ

た

学
問
を

指
す

。

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
が
、

こ

の

西

欧
起
源

の

宗

教
学
と

ど

う

切
り

結
ぶ

こ

と
が

で

き

る

の

か
、

を

論
ず
る

た

め

に

は
、

ま

ず
「

宗
教

学
」

と

「

イ
ス

ラ

ー
ム

学
」

の

構
造

的
な

比

較
が

必
要
と

な

る
。

　

宗
教

学
の

神
学
起
源
の

痕
跡
は

、

宗
教
学
の

基
礎
付
け
を

試
み

た

オ

ッ

ト

ー

の

「

ヌ

ミ

ノ

ー
ゼ
」

、

エ

リ

ア

ー
デ

の

「

ヒ

エ

ロ

フ

ァ

ニ

ー
」

な

ど

の

概

念
規
定

の

中

に

明
ら

か

で

あ

る
。

宗
教
学
の

研

究
対

象
は

何
よ

り

も

「

神
」

、

そ

し

て

そ

の

顕

現
な

の

で

あ

る
。

他
方
イ

ス

ラ

ー

ム

に

お

い

て

は
、

そ

も

そ

も

「

神

学
」

な

る

も

の

が

存

在
し

な

い
。

「

神

学
（

曄
巴
Omq

団）
」

と

は
、

「

神
（

曁
 
OY

学

（
一

〇
ゆq
《）
」

で

あ

り
、

ギ
リ

シ

ャ

語
の

「

臼
8
ω

（

神
）

」

と

コ

£
。
ω

（

論
理
）

」

を
語

源
と

す

る
が
、

こ

の

「

神

学
」

に

あ
た

る

言

葉
は

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ら　

イ
ス

ラ

ー
ム

に

は

存
在
し

な

か
っ

た
。

　

我
々

が
、

通
常
「

イ
ス

ラ

ー
ム

神
学
」

と

訳
し
て
い

る

学
問
は

、

ア
ラ
ビ

ア

語
で

は
、

通
常
「

宗
教
基
礎

学

　、
＝

∋
、

屋
包
蝉
〒

臼
5
」

と

呼
ば
れ
て

お

寧

ク
ル

ア

ー
ン

諸
学
（ 、
三
9

ヨ

孚
O
震．

畧
）

、

ハ

デ
ィ

ー
ス

諸
学
（ ．
巳
o
ヨ

巴

富
臼

臣
）

、

行
為
規

範
学

（

ゴ

ヨ

巴−

⇔

9
）

、

行
為
規
範
基
礎
学

（．一

巨
”

二

呂一

巴
出
ρ
ゴ
）

、

霊

学
（、
一

巨
巴
み

昜
9⊃

毛
毒

亀）

な

ど

と

共
に

、

宗
教

諸
学
（ 、
三
98

鋤
〒

臼
巳

を

構

成
し
て

い

る
。

　

つ

ま

り
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

伝
統
に

お

い

て
、

キ
リ

ス

ト

教
と

は

異
な

り
、

「

神
学
」

は

「

教

学
」

を

代
表
し

て
い

な
い

ば
か

り

か
、

そ

も

そ

も

「

神
」

を
研
究
対
象
と

す
る

学
問

自
体
が

存
在
せ

ず、

研
究
対

象
は

あ

く
ま

で

も

「

宗
教
」

で

あ
り
、

「

神

論
」

は
、

宗
教

諸
学
の
一

部
門
「

宗
教
基
礎

学
」

の
一

部
に

過
ぎ
な
い

の

で

あ
る

。
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で

は

イ
ス

ラ

ー
ム

の

学
問
伝
統
に

お

け

る

「

宗
教
」

と

は

何
を

意
味
す

る
か

。

イ

ス

ラ

ー

ム

学
の

言
う

「

宗
教
」

と

は
】

義
的
に

は

「

イ
ス

ラ

ー
ム
」

を

意
味
す

る
。

し

か

し

「

宗
教
」

と

い

う

概
念
は

イ
ス

ラ

ー
ム

の

み

な

ら

ず
諸
宗
教
を

包
摂
し
、

史
上

最
初
の

比
較

宗
教
学
の

作
品

と

も

言
わ

れ
る

シ

ャ

フ

ラ

ス

タ

ー
ニ

ー
（
一
］

五

三

年
没）

の

『

諸
宗

門、

諸
宗
派
』

は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

学

問
分
類
で

は
、

宗
教
基
礎
論
の

著

作
の

う
ち

に

分
類
さ

れ

る

の

で

あ
る

。

　

ユ

ダ
ヤ

教、

キ

リ
ス

ト
教
に

は

そ

も
そ

も
普
通
名
詞
と

し

て
の

「

宗
教
」

に

あ

た

る

言
葉
は

存
在
し

な

か
っ

た
。

ユ

ダ

ヤ

教、

キ

リ

ス

ト

教
の

み

が

存
在
し

、

そ

の

外
に

は

迷
信
が

あ

る

の

み

で

あ

り
、

一

般
的
な

「

宗
教
」

な

る

「

範
疇
」

は

存
在
し

な
か
っ

た

の

で

あ

る
。

普
通
名
詞
と

し

て

の

「

宗
教
」

な

る

概
念
が

初
め

て

出
現
す
る

の

は

ク
ル

ア

↓
で

あ

範
・

預
言

暑
ム
ハ

ン

マ

ド

が
マ

・

カ
の

多

神
教
徒
に

対

し

て

宣

言
す

る
よ

う

に

命
じ

ら

れ

た

ク

ル

ア

ー
ン
一

一

二

章
の

章
句
「

汝
ら

に

は

汝

ら

の

宗
教

（

α

冒
）

が

あ
り

、

私
に

は

私
の

宗
教
が

あ
る

（
α

邑
」

は
、

偶
像
崇
拝
の

多
神
教
が
、

イ
ス

ラ

ー
ム

と

同
じ

「

宗
教
」

と

い

う
範
疇
に

属
す

る

こ

と

を
こ

の

上

な

く
明
白
に

示
し
て
い

る
。

　

イ

ス

ラ

ー

ム

学
は

、

一

義
的
に

「

神
」

を

研
究
対
象
と

す
る

「

神
学
」

で

は

な

く

「

神
　
人
」

関
係
を

研
究
対
象
と

す
る
、

と
い

う

意
味
に

お

い

て

そ

も
そ

も

当
初
よ

り

「

宗
教
学
」

で

あ
り
、

「

宗
教
」

の

「

客

観
的
」

な

学

問
的

研
究
と

し

て
、

西
欧
の

宗
教

学
に

遥

か

に

先
立
つ

。

従
っ

て

本
来
な
ら

ば

西
欧

の

宗
教

学
と

イ

ス

ラ

ー

ム

学
は
、

西
欧
と

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
と

の

出
会
い

に

際
し

て

合
体

、

接
合
さ

れ

る
べ

き

も
の

で

あ
っ

た
。

し
か

し

事
実
は

そ

う

は

な

ら

な

か
っ

た
。

そ

の

理

由
を

理
解
す

る
た

め
、

次
節
で

は

西
欧
の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

歴

史
を

概
観
し

よ

う
。
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三

　
西
欧
の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

起

源

　

西
欧
に

は

キ

リ
ス

ト

教
の

立

場
か

ら
の

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

前
史
が

あ

る

が
、

近
代
的
な

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

成
立

は
一

九
世
紀
と

言
わ

れ
る

。

そ

し
て

こ

の

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
は

デ
ィ

シ

プ

リ

ン

と

し

て

は

主
と

し
て

「

東
洋
学
」

と

い

う

学

問
分
野
に

お

い

て

行
わ
れ

た
。

こ

の

近
代
東
洋
学
は
、

先
ず
文
献
学
で

あ

り、

初

期
東
洋
学
の

イ
ス

ラ
ー

ム

研
究
の

大
家
た

ち
、

『

ク

ル

ア

ー

ン

の

歴

史
』

の

テ

オ

ド

ー
ル

：
不

ル

デ
ケ

（
一

九一、一
〇
年
没）
、

『

ア

ラ
ブ

帝

国
の

没

落
』

の

著

者
ユ

リ

ウ

ス

・

ヴ
ェ

ル

ハ

ウ

ゼ

ン

ニ

九
一

八

年
没
）

、

『

セ

ム

族
の

宗
教
』

の
ロ

バ

ー

ト
ソ

ン

・

ス

ミ

ス

ニ

八

九

四

年
没）

な

ど

は

聖
書
学
に

お

い

て

も

大
き
な

足
跡
を

残
し

て

い

る
。

　

し

か

し

第
二

次
世
界
大
戦

後
の

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

の

荒

廃
に

伴
い
、

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
の

中
心
は

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

か

ら
ア

メ

リ
カ

に

移
る

。

そ

れ

は

同

時
に

古
典

学
と

し

て

の

東
洋
学
か

ら

社
会

科
学
・

政
策
科
学
と

し
て

の

地

域
研
究
へ

の

デ
ィ

シ

プ

リ

ン

の

転
換
で

も

あ
っ

た
。

そ
し

て

そ

れ

に

伴
い

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
者
の

養
成
機
関
で

教
え

ら
れ

る

言
語
も

、

ラ

テ

ン

語
、

ギ

リ
シ

ャ

語
、

ヘ

ブ

ラ

イ

語、

シ

リ

ア

語、

ア

ラ

ビ

ア

語
と
い

っ

た

古
典
語
か

ら

現
代
ア

ラ

ビ

ア

語、

ペ

ル

シ

ャ

語、

ト
ル

コ

語、

マ

レ

ー

語
と
い

っ

た

現

代
の

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界

の

各
国
語
に

変
わ

る
こ

と

に

な
っ

た
。

つ

ま

り
イ
ス

ラ

ー
ム

と

ユ

ダ

ヤ
・

キ
リ

ス

ト

教

的
伝

統
の

認
識
論

的
切
断
が

為
さ

れ

た

の

で

あ

る
。

東
洋
学
に

お

い

て

は

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究

者
は、

ユ

ダ

ヤ

教、

キ

リ
ス

ト

教
の

古
典

的
教

養
を

有
し
て

い

る
こ

と

を

前
提

と

し

て
セ

ム

的
一

神
教
の

枠

組
み

の

中
で

イ
ス

ラ

ー

ム

を
研

究
し
て

き
た

。

し

か

し

地
域

研
究
に

お
い

て

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
者
の

養
成
は
、

同
じ

地
域
の

現
象

を

扱
う

と
い

う
こ

と

で
、

人
類

学

者
、

地
理

学
者、

経
済
学
者

、

開

発
学
者
な

ど

と

席
を
並
べ

て

学
ぶ

こ

と

に

な
っ

た
。

　

東

洋
学

は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

を
ユ

ダ
ヤ
・

キ
リ

ス

ト

教
と

共

通

の

枠
組
の

中
で

考
察
し
て

き

た
が

、

イ

ス

ラ

ー

ム

の

中
に

ユ

ダ
ヤ
・

キ
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リ
ス

ト

教
と
の

共
通
点
が

あ

れ

ば
、

そ

れ

は

イ
ス

ラ

ー
ム

に

よ

る
ユ

ダ
ヤ

・

キ

リ
ス

ト

教
か

ら

の

剽
窃
で

あ

る

と

考
え

、

逆
に

イ
ス

ラ

ー
ム

が
ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ
ス

ト

教
と

相
違
し

て

い

れ

ば
、

イ
ス

ラ

ー
ム

は
ユ

ダ
ヤ
・

キ
リ

ス

ト

教
を

知
ら

ず
、

歪

曲
、

改
変
し
た

異
端
で

あ

る

と

み

な

す

傾
向
が

あ
っ

た
。

つ

ま

り

東
洋
学
は
ユ

ダ
ヤ
・

キ

リ
ス

ト

教
と
の

比
較
に

お

い

て

イ
ス

ラ

ー

ム

を
捉
え

な
が

ら

も、

イ

ス

ラ

ー
ム

を

内
在
的
に

理

解
す

る

視
点
が

欠
け

て

い

た

の

で

あ

る
。

他
方

、

地
域
研
究
は
、

イ

ス

ラ

ー
ム

を

よ

り

「

内
在
的
」

、

「

客

観

的
」

に

見
る

よ

う

に

な
っ

た
。

し

か

し

そ

の

視
点
は

あ
く

ま

で

も

「

見
ら

れ

る

客

体
（

〇

三
 
o

¢
」

と

し

て
、

即

ち

操

作
の

「

対
象

（
。

豆
Φ
。
什）
」

で

あ

る

「

他

者
」

と

し

て

イ

ス

ラ

ー

ム

を
見

る

視

点
で

あ

り
、

イ
ス

ラ

ー
ム

を

操
作
の

対
象
と

し

て

み

る

以
上
、

そ

れ

は

容
易

に

植

民
地
支
配
の

道
具
に

転
化
す

る

イ

デ

オ
ロ

ギ
ー

性
を

孕
ん

で

い

た
。

　

東
洋
学
と

地
域
研
究
は

デ
ィ

シ

プ

リ
ン

と

認
識
論
を

異
に

す

る

が
、

両
者
に
一

貫
し

て

共
通
す

る
の

は
、

イ

ス

ラ

ー

ム

を

西

欧
と

本

質
を

異

に

す
る

他
者
と

し

て

み

る

視
点

、

エ

ド
ワ

ー

ド
・

サ

イ

ー

ド

の

言
う

と
こ

ろ

の

「

オ

リ
エ

ン

タ

リ

ズ

ム
」

で

あ

る
。

　

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー

ム

学、

イ

ス

ラ

ー
ム

思
想
と

は

「

宗

教
学
」

、

つ

ま

り

「

宗

教
」

を

研
究
す
る

主

体
で

あ
っ

た
。

し
か

し

西
欧
の

宗
教

学
は

、

イ
ス

ラ

ー
ム

に

お

け

る

「

宗
教

学
」

の

伝
統
を
研

究
す
べ

き

「

宗
教
」

、

客
体
と

し

て

見
る

こ

と

は

出
来
て

も
、

自
ら

と

同
じ

±

俵
に

立
つ

宗

教

研
究
の

主

体
と

し

て

受
け

入

れ

る
こ

と

は

決
し

て

出
来
な

か

っ

た

が
、

そ

れ

は

東
洋

、

と

り

わ

け

イ
ス

ラ

ー

ム

を

他

者
と

し

て

し
か

見
え

な
い

オ

リ
エ

ン

タ

リ

ズ
ム

の

心

性
の

帰
結
で

あ

る
。

四

　
「

宗
教
」

概
念
の

規
範
性

　

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
は

こ

れ

ま
で

主

と

し
て

宗
教

学
で

は

な

く
、

東
洋
学

、

地
域

研
究
に

よ
っ

て

担
わ
れ

て

き

た
。

例
え

ば
二

〇
〇
一

年
度
の

日
本
宗
教
学
会
の

会
員
名
簿
を

紐
解
く
と

、

専
門
分
野

の

記
載
の

あ
る

会

員
二

〇
三
】

名
の

中
で

、

イ

ス

ラ

ー

ム

関
係
の

専
門

〔248） 32
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宗教学 と イ ス ラー
ム 研究

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

曾）

家
（

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

宗
教
史
を

含
め

て
）

は

僅
か
一

四

名
と
一

％
に

も

満
た

な
い

。

信
徒
人

口

で

世
界
第
二

位
の

「

宗
教
」

の

研
究

者

が

宗
教
学
者
の
一

％
に

も
満
た

な
い

と

い

う

異
常
な

事
態
の

発
生
は

、

「

宗
教

学
」

の

認
識
論
の

根
幹
に

問
題
が

あ
る

と

考
え

ざ

る

を

え

な
い

。

　
「

イ
ス

ラ

ー
ム

は

通

常
の

宗
教
の

概

念
に

は

収
ま

り

き

ら
ず

、

政
治

や

経
済

を

も

包
括
す
る
」

と
い

っ

た

文

言
は

イ

ス

ラ

ー
ム

の

概

説
書
の

決
ま

り

文
句
と

な
っ

て

い

る
。

　
イ
ス

ラ

ー

ム

は

キ

リ
ス

ト

教
に

次
ぐ
一

二

億
と

も

言
わ

れ

る

信
徒
人
口

を

擁
す

る

世
界
第
二

位
の

「

宗
教
」

で

あ
る

。

そ

の

世
界
第

二

位
の

「

宗
教
」

で

あ
る

と
こ

ろ

の

「

イ
ス

ラ

ー

ム
」

に

さ

え

適
用
す

る
こ

と

が

で

き
な
い

よ

う
な

「

宗
教
」

概
念
と

は
一

体
何
な

の

で

あ

ろ

う

か
。

も
し

も
西
欧
の

「

宗
教

学
」

が

自
ら

理
解
す

る

よ

う

に

規

範
的
で

な
く

記
述
的

な
学

問
で

あ
る

と
す

れ
ば
、

「

現
実
」

を

記
述

で

き

な
い

概
念
は

不
適
切
で

あ

り
、

修
正

さ

れ
な

け

れ

ば
な
ら

な
い

。

イ
ス

ラ

ー
ム

が

「

宗
教
」

の

概
念
に

当
て

は

ま

ら

な
い

の

な

ら
、

「

宗

教
」

の

概
念
が

修
正
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

の

で

あ

る
。

と

こ

ろ

が
、

実
際
に

は
、

西
欧
の

宗
教
学

は
、

自
ら

の

「

宗
教
」

概
念
に

固
守
し

、

そ

の

「

宗
教
」

概
念
を
基
準
に
、

イ
ス

ラ

ー
ム

は

「

政
教
分
離
」

が

為
さ

れ

て

い

な

い
、

と

い

っ

た

託
宣

を

下
し

て

い

る

の

で

あ

る
。

　
つ

ま

り

西
欧
の

「

宗
教
学
」

は

価
値

中
立
的
な

客
観
的
記
述

科
学
の

装
い

に

も

関
わ
ら

ず
、

西
欧
近
代
の

「

宗

教
」

概
念
を

規
範
と

す

る

「

規
範
科
学
」

で

あ
り
、

そ
の

事

実
か

ら

R
を

背
け
、

「

価
値

中
立

的
な

客
観
的

記
述
科

学
」

と

の

自
己

理

解
を

維
持

す
る

た

め

に
、

イ

ス

ラ

ー

ム

を

無
視
し
、

地
域
研

究
の

場
に

追
い

や

っ

て

き

た

の

で

あ

る
。

西
欧
の

宗
教

学
の

出
自
は

キ

リ
ス

ト

教
神

学、

よ

り

正

確
に

言
え

ば
、

近
代
西
欧
の

プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト

神

学
で

あ

り
、

そ

の

「

宗
教
」

概
念
に

は
、

宗
教
の

本
質
を

個

人
の

内
心

の

信
仰
と

看
做
す

特
殊
プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

的
「

宗

教
」

理

解
が

刻
印
さ

れ

て

い

る
。

そ

し

て

西
欧
の

「

宗

教
学
」

は
、

世

界
の

諸
「

宗

教
」

を
こ
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の

プ

ロ

テ

ス

タ
ン

ト

的

な

規
範
的
「

宗
教
」

概
念
と

い

う
プ

ロ

ク
ル

ス

テ
ス

の

寝
台
に

乗
せ

て

「

内
心
の

私
事
」

こ

と

に

よ

り
、

西
欧

の

文

化
帝
国
主
義
の

尖
兵
の

役
割
を
果
た

し
て

い

る
の

で

あ
る

が
、

そ

の

最
大
の

障
害
が
、

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　〔
9）

念
に

ア

ン

チ

テ

ー
ゼ

を

突
き
つ

け、

代
替
と

な

る

別
の

「

宗
教
学
」

を

突
き

つ

け

る

イ
ス

ラ

ー
ム

な
の

で

あ
る

。

五

　
言
語
の

規
範
性
の

認
識
論
的
基
礎

に

ま

で

切
り

詰
め

る

こ

の

西
欧
の

宗

教
概

　

前
節
で

は

宗
教
学
の

「

宗
教
学
」

概
念
に

潜
む

規
範
性
を

明
ら
か

に

し

た

が
、

著

者
の

意
図

は
、

「

宗
教
」

概
念
の

規
範
性
を

批
判

す

る

こ

と

で

は

な

く
、

規
範
性
に

無
自
覚
で

あ
る

こ

と

の

問
題

性
を

指
摘
す

る
こ

と
に

あ
っ

た
。

　

既
述

の

通
り、

イ
ス

ラ

ー
ム

は

対
自
的
に

自
己
（

イ
ス

ラ

ー

ム
）

を
一

旦

相
対
化
し

た

上

で
一

般
的
な

「

宗
教
」

と

い

う
「

範
疇
」

の

存
在
を

認
め

た

最
初
の

世
界
宗
教
で

あ

る

が
、

そ

れ

は

イ
ス

ラ

ー
ム

が

自
ら

と

偶
像
崇
拝
の

多
神
教
と

を

価
値
中
立

的
に

等
値
す
る

こ

と

を

意
味
し

な
い

。

イ
ス

ラ

ー
ム

は
、

イ

ス

ラ

ー
ム

と

偶
像
崇
拝

の

多
神
教
を

同
一

の

土

俵
で

比

較
す

る
こ

と

を
可
能
と

す
る

た

め

に
、

「

宗
教
」

な

る

「

範
疇
」

を

設

定
し

、

そ

の

上

で
、

真
な

る

「

宗

教
」

が

イ
ス

ラ

ー
ム

で

あ
る

こ

と

を
論
証
し

て
い

く

の

で

あ
る

。

イ
ス

ラ

ー

ム

の

宗
教
学
は

、

自
ら

の

規
範
性
を
明
確
に

自
覚
す

る

宗

教
学
な

の

で

あ
る

。

　
一

方、

欧
米
の

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
は

概
ね

「

信
徒
の

立
場
か

ら

大
文
字
の

唯
一

の

『

あ
る
べ

き

イ

ス

ラ

ー

ム
』

（
H
°・一
p。

日
）

を

本
質

主

義
的
に

論

ず
る

ム

ス

リ
ム

の

規

範
的

イ

ス

ラ

ー

ム

学
と

は

異
な

り
、

ム

ス

リ

ム

た

ち

の

あ
る

が

ま

ま

の

複
数
の

イ

ス

ラ

ー

ム

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
辺

（

巨
蝉

日
ω
）

を

『

客
観
的
』

に

扱
う

『

記
述

的
』

学
問
で

あ

る
」

と

い

っ

た

形
の

、

規
範
性
と
一

般
性
と
い

う

言
語
の

基

本
的

性
格
に

無
自
覚
な

ナ

イ
ー
ブ

な

自
己

理

解
を
有
す

る
。

こ

う
し

た

前
学

問
的
な

前
提
が

罷
り
通
っ

て

い

る

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
の

現

状
に

お

い

て

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　

（
11）

は
、

迂

遠
に

思
え

て

も
、

言
語
の

規
範
性
の

認

識
に

必
要
な

限
り

に

お

い

て
、

言
語
に

つ

い

て

論
ず
る

こ

と
が

必

要
と

さ

れ
る

。
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ソ

シ

ュ

ー

ル

の

指

摘
を

俟
つ

ま
で

も
な

く
、

言
葉
と

指
示

対

象
と

の

結
び
つ

き

は

恣
意

的
で

あ
る

。

つ

ま

り

両

者
の

関
係
は

自

然

的
、

必

然
的
で

は

な
い

。

に

も

か

か

わ

ら

ず

言
語
が

公

共
的

に

機
能
し

う

る

の

は
、

両
者
の

関
係
が

規
範
的
に

安
定

化
さ
せ

ら

れ

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

言

語
に

は、

統
語
論

、

意

味
論、

語

用
論
の一、
一
つ

の

側
面
が

あ

る
が

、

各
言
語
は

そ

れ

ぞ

れ
の

規
則
を

有
し

て

お

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ら
に　

り
、

言

語
共

同
体
の

成
員
に
は

そ

の

規
則
の

遵
守
が

課

せ

ら

れ

て

い

る
。

　

言
語
使
用

と

は

本
質
的
に

規

範
的
な

営
為
で

あ

り
、

規
範
性
を

帯
び
な
い

発
話
は

存
在
し

な
い

。

い

か

な

る

語
で

あ
れ

、

言

葉
を
発

す

る
と

い

う

こ

と

は
、

構
文
論、

意

味
論、

語
用

論
の

全
て

の

レ

ベ

ル

に

お

い

て
、

一

つ

の

規
範
に

コ

ミ

ッ

ト

す
る

こ

と

に

他
な

ら

な

い
。

た

だ
、

同
じ

規
範
が

無
自
覚
に

即
自

的
に

共
有
さ

れ
て

い

る

言
語
共
同
体
の

中
で

は

言
語
の

規
範
性
は

隠

蔽
さ

れ

通
常
は

意
識
化

さ

れ
な

い

だ

け
な

の

で

あ
る

。

「

イ
ス

ラ
ー

ム

は

虚
偽
で

あ
る
」

と
の

世
界

観
を

共
有
す

る

非
イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
に

お

け

る

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究

者
の

間
で

は
、

「

正

し
い

イ
ス

ラ

ー

ム
」

と

「

間
違
っ

た

イ
ス

ラ

ー

ム
」

の

区
別

は

無
意

味
で

あ
る

が
、

そ

れ

で

も

「

イ

ス

ラ

ー
ム
」

と
い

う

語
を

安

定

し
て

使
用
し

よ

う
と

思

う
な

ら
、

意

味
論
上
、

「

イ
ス

ラ

ー
ム
」

の

語
の

使
用

に

関
す
る

何
ら

か

の

規
範
的

定
義
が

必
要
と

な

る

た

め
、

「

ム

ス

リ

ム

が

イ
ス

ラ

ー

ム

と

呼
ん

で

い

る

も

の

は

全
て

イ
ス

ラ

ー
ム

と

よ

ぶ
」

と

い

っ

た

類
の

規
範
を

立

て

る

必
要
が

生

ず
る

の

で

あ

る
。

し
か

し

非
イ

ス

ラ

ー
ム

社
会
で

は
、

イ

ス

ラ

ー
ム

は

虚

偽
で

あ
る

と

の

前

提
が
、

共
同
主

観
的
に

「

真
理
」

で

あ
る

た

め
、

そ
の

前
提
を

客
体
化
し

た

上

で
、

そ

の

前
提
に

基

づ

く

規
範
を

自
覚
化
す
る

こ

と
が

で
き

ず
、

そ

れ

ゆ

え

自

ら

の

研

究
の

規
範
性
に

気
づ

か

ず
、

そ

れ

を
価
値
中
立

的
な

「

記
述
的
」

と

錯
覚
す
る

こ

と

に

な

る

の

で

あ
る

。

　

ま

た

「

唯
一

の

大
文

字
の

イ

ス

ラ

ー

ム

を

語
る
こ

と

が

本

質
主
義
で

あ

る
」 、

と

の

批
判
は

、

言

語
が

有
限
な

記

号
に

よ

っ

て

無
限

の

事
象
を
指
示
す

る

も

の

で

あ

り
、

必
然
的
に

語
が
一

般
性
を

持
た

ね

ば
な

ら

な
い

、

と

の

基

本
的
事
実
か

ら

目
を

逸
ら

し
た

恣
意
的

な

「

言
い

掛
か
り
」

の

レ

ベ

ル

を
超
え

る

も

の

で

は

な

い
。

語
（

あ

る
い

は
、

語
の

指
示
す

る

概
念
）

に

実
在
が
対

応
す

る

か

否
か

に
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つ

い

て

は
、

哲
学
上

、

古

来
よ

り

の

実
在
論
と

唯

名
論
の

対
立
が
あ
り

今
な

お

決
着
を

見
て

お

ら

ず、

論
争
史
を

踏
ま

え

ず
に

軽
々

し

く
「

本
質
主

義
」

な

ど
と

の

レ

ッ

テ

ル

を

貼
っ

て

何
事
か

を

批

判
し

た

積
り
で

い

る
、

な

ど

と
い

う
こ

と

は

そ

も
そ

も

あ
っ

て

は

な
ら

な
い

こ

と

で

あ
る

が
、

な
ぜ

そ

の

よ

う

な
こ

と

が

非
イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
に

は

生

じ

て

し

ま

う
の

か

と

い

う

と
、

や

は

り

彼
ら
が

「

イ
ス

ラ

ー
ム

は

虚
偽
で

あ
る

」

と

の

世
界
観
を

共
有
し
て

お

り
、

そ

れ

が
、

共
同
主
観
的
に

「

真
理
」

で

あ

る

た

め
、

そ

の

前

提
を

客
体
化
し
た

ヒ

で
、

そ

の

前
提
に

基
づ

く

規
範
を

自
覚
化
す

る
こ

と

が

で

き

な
い

た

め

か

と

思
わ

れ
る

。

　
「

大
文
字
の

唯
一

の

イ

ス

ラ

ー

ム

（

一

ω

冨
日）
」

を

語
る
こ

と

が

本
質
主

義
な

ら
、

「

小

文
字
の

複
数
の

イ

ス

ラ

ー
ム

（

巨
弾

ヨ
ω
）

」

を

語
る

こ

と

も

本
質
主
義
で

あ
る

。

取
り

あ
え

ず
、

辞
詞

、

形
容
詞

、

副
詞

、

動
詞
な
ど

は

措
い

て

名
詞
だ

け

に

議
論
を

限
っ

た

と

し

て

も
、

「

本
質
主
義
」

が

批
判
の

対
象
と

な

る
な

ら
、

全
て

の

普
通
名
詞
の

使
用
は

禁
じ

ら

れ

る
こ

と

に

な

る
。

勿
論

、

「

本
質

主

義
」

な

る

語
の

使
用

も
、

唯
】

の

「

本
質
主
義
」

な

る

も

の

の

実
在
を

前
提
す
る

が

故
に

禁
じ

ら
れ

る
べ

き
で

あ
ろ

う
。

実
は
、

仮
に

普
通
名

詞
の

使
用
を

全
て

禁
じ

、

固
有
名
詞
の

み

し

か

使
わ

な
い

と

し

て

も
、

本
質

主

義
の

批

判
を
か

わ

す
こ

と

は

で

き

な
い

。

な
ぜ

な
ら
、

固
有
名
詞
に

は
、

確
か
に

「

静
態
的
」

あ
る

い

は
、

「

空

間
的
」

類
概
念
の

包

摂
に

よ

る

共

通
の

本

質
の

前
提
は

存
在
し

な
い

こ

と

も

あ
り

う
る
が
、

個
物
の

ア

イ
デ

ン

テ
ィ

テ
ィ

ー

と

し

て

時
間
的
に

不
変
な

本
質
を

前
提
す

る

「

本
質
主
義
」

を
必
然
的
に

伴
う
か

ら
で

　（
13一

あ

る
。

　
「

本
質
主
義
」

と

い

う
批
判
が

首
尾
一

貫
し

て

行
い

得
な

い

こ

と

は
、

既
に

明
ら

か

で

あ

ろ

う
。

し
か

し

そ

れ
は

「

本
質

主

義
」

と

い

う

批

判
が

全

く
無
効
で

あ
る

、

と

い

う
こ

と

を

意
味
し

な
い

。

確
信
的
な

実
在
論
者
の

間
で

す

ら
、

全

て

の

語
に

実
在
が

対
応
し
て

い

る

わ

け

で

は

な

く
、

例
え
ば

伝
説
の

「

ユ

ニ

コ

ー
ン

（
一

角
獣）
」

の

よ

う

な

多
く

の

語
に

実

在
が

対
応
し

な
い

こ

と

は

自
明
の

前

提
と

さ

れ
て

い

る
。

そ

の

よ

う

な

語
に

対
し
て

は
、

語
の

存
在、

と

り
わ

け

個
物
を

纏
め

て

類
概
念
を

作
り

そ

れ
ら

に

共
通
す

る

本
質
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を

想
定
し
そ

れ
に

対
応
す

る

実
在
を

虚

構
し

そ

の

虚

構
の

上

に

議
論
を

組
み

立

て

る
こ

と

（

市
場
の

イ

ド

ラ
）

を、

「

本

質
主
義
に

基

づ

く

誤

謬
」

と

し
て

批
判
す
る
こ

と

は

正

当
で

あ
ろ

う
。

　
つ

ま

り

「

本
質
主

義
」

の

批
判
が

成
り

立
つ

の

は
、

語
に

対
応
す

る

実

在
が

な
い

、

と

批
判
者

が

み

な

す

場

合
に

限
ら

れ

る
の

で

あ

る
。

「

大

文
字
の

唯
一

の

イ

ス

ラ

ー
ム

（

一

ω

冨
ヨ）
」

を

語
る

こ

と

を

「

本
質
主

義
」

と

し
て

批
判
し

て

い

る

者
は

、

方
法
論
上

の

批
判

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
さ

を

装
っ

て

た

だ
「

イ

ス

ラ

ー

ム

は

虚
偽
で

あ
る
」

と

述
べ

て

い

る

に

過
ぎ
な
い

の

で

あ
る

。

　

本
稿
の

目

的
は

、

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
に

お

け
る

規
範
的
ア

プ
ロ

ー

チ
の

必
要
性
を
論

証
す

る
こ

と

に

あ
る

が
、

そ

れ

は

既
に

明
ら

か

な

よ

う

に
、

記
述

的
ア
プ
ロ

ー

チ
に

替
え

て

規
範
的
ア

プ
ロ

ー

チ

を

採
る
べ

き

で

あ
る
、

と
い

う
こ

と

で

は

な

い
。

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究

に

限
ら

ず、

い

か

な

る

研
究
領
域
で

あ

れ
、

概
念
規
定

に

お

け

る

規
範
性
は

言
語
の

本
質
に

由
来
す
る

必

然
で

あ
り、

選
択
の

余
地
は

な
い

。

従
っ

て

我
々

に

求
め

ら

れ

る

の

は
、

先
ず
研
究
を

規
定
し

て

い

る

無
自
覚
な

規
範
性
を
意
識
化

し
、

次
い

で

そ

れ

ぞ
れ

の

研

究

領
域
に

お

い

て

生

産
的
な

研

究
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に

最
も

適
合
的
な

規
範
的
概
念
を

構
築
し
て

い

く
こ

と

な

の

で

あ

る
。

　

抽
象

的
な

概
念
の

規
範

的
な

規
定
が

、

無
限

な

事
象
を
、

そ
の

事
象

自
体
と

の

関
係
が

恣

意
的
で
あ

る

有
限
な

記
号
に

よ
っ

て

指
し

示

す
言
語
と
い

う

も

の

の

本
質
に

属
し
、

い

か

な

る

研
究
も

逃
れ

得
な
い

こ

と

は

明
ら

か

に

な
っ

た
が

、

こ

の

言
語
使
用
に

不
可
避
的

に

伴
う

規
範

性
と

は

区
別
さ

れ
る

二

次
的
な

規
範
性
の

有
無

を

問
う
こ

と

が

で

き

る

か

も
し

れ
な

い
。

　

イ
ス

ラ
ー

ム

が
一

般
的
な

範
疇
と

し

て

の

「

宗
教
」

な
る

概
念
を
創
出
し、

そ

の

上
で

「

真
な

る

宗
教
」

と

し
て

自
己

規
定
す

る
こ

と

は

既
に

述
べ

た
。

「

何
が

宗
教
で

あ
る

か
」

と

い

う

問
い

と

「

何
が

真

の

宗
教
で

あ
る
か
」

と

い

う

問
い

が

区
別

さ

れ

る

以
上
、

後

者
の

問
い

に

は
前
者
の

問
い

に

随
伴
す

る

規
範
性
と

は

階
層
を

異

に

す

る

別
種
の

規
範
性
が

含
ま

れ

る

の

で

は

な
い

か
、

と

の

疑
問
が

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ホ　

生

ず
る

か

も
し
れ

な

い
。

し

か

し

概
念
の

規
定
と

真
偽
の

判
断
の

規
範
性
は

む

し

ろ

連

続
的
な
も

の

で

あ
る

。

概
念
規
定
に

必
然
的
に
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随
伴
す

る

規
範
性
と

、

真
偽
の

規
範
性
は

別
種
の

も

の

と

考
え
る

よ

り

も
、

概
念
が

複
雑

、

つ

ま

り

概
念
が

複
合
し

、

ま

た

他
の

概
念

と

の

相
互

参

照

関
係
に

あ
る

時
、

概
念
規
定
の

恣
意
性
を

制
御
す

る

た
め

に

規
範
性
が

多
重
化
さ

れ

る
、

と

考
え

る
ほ

う

が

適
切
で

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る
。

　
　

　

　

六

　
イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

研
究
対
象

　
「

イ
ス

ラ
ー

ム

研
究
」

が

「

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
」

を

銘
打
つ

以
上
、

研
究
対

象
が

「

イ
ス

ラ

ー

ム
」

で

あ
る
こ

と

に

は

異
論
の

余
地

は

無
か

ろ

う
。

　
日

本
語
の

「

イ
ス

ラ

ー

ム
」

、

欧
米
諸
語
の

H
ω

冨
筥

の

原
語
は

ア

ラ

ビ

ア

語
で

あ

り
、

ア
ラ

ビ

ア

語
は

セ

ム

語
の

常
と

し

て

語

根
か

ら

様
々

な

語
が

派
生
す
る

構
造
を

有
す

る
。

「

イ
ス

ラ

ー
ム
」

は
、

「

平

和
」

を

意
味
す
る

語
根
三

つ

の

子
音
「

ω

巨
」

か

ら

派
生
す

る

動
詞
第
四

型

の

動

名
詞
形
で

あ
り

、

普
通
名
詞
で

あ

る
。

標
準
的
な

古
典
ア

ラ
ビ

ア

語
辞
典
イ
ブ

ン

・

マ

ン

ズ

ー
ル

茜
暦
一

三

＝
年

没）

著
「

ア

ラ

ブ

の

言

葉
（
卜

射

§

ミ
．

ト

ミ
腎
）

』

を
紐

解
く

と
、

「

イ
ス

ラ

ー

ム

と

は
、

降

伏
（

碧
巨
倒

ヨ
）

、

服

従
（

ぎ
ρ

帯

挫）

で

あ

り
、

シ

ャ

リ

ー

ア

（

聖
法）

に

お

い

て

は
、

謙
譲
を

表

し
、

シ

ャ

リ

ー

ア

を

奉
じ

、

預

言
者
（

ム
ハ

ン

マ

ド
）

が

齎
し

た

も

の

を

遵

守
す

る
こ

と
」

と

あ
る

。

イ
ス

ラ

ー
ム

が

普
通
名
詞
で

も

あ
り

学
術
用

語
で

あ

る

前
に

日

常
用

語
で

あ
る

以
上

、

取
敢
え

ず
こ

の

定
義

を

概
念
規
定
の

出
発
点
と

す
る

こ

と

は

妥
当
で

あ
ろ

う
。

　
イ
ス

ラ

ー
ム

は

イ
ス

ラ

ー

ム

を
包
摂
す
る
上

位
概
念
と

し

て

の

「

宗
教
」

と
い

う

範
畴

を

認
め

た

が
、

同
時
に

「

誠
に

ア
ッ

ラ

ー
フ

の

御
許
の

宗

教
は

イ
ス

ラ

ー

ム

で

あ
る
」

（
ク

ル

ア

ー

ン

三

章
一

九

節）

と

あ

る

通
り

、

「

真
の

宗
教
」

を

偽
の

宗

教
か

ら

区

別
し

て

い

る
。

言
う

ま

で

も

無
く

、

「

真
の

宗
教
」

と

は

イ
ス

ラ

ー
ム

で

あ
り、

そ

の

真
理

性
を

担
保
す

る
の

は

ア
ッ

ラ

ー
フ

に

よ

る

承

認
で

あ

る
。

（254） 38

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

宗教学 と イ ス ラ ーム研究

　
こ

こ

で

は
、

こ

の

定
義
に

顕
れ

る

「

降
伏、

服
従
」

、

「

シ

ャ

リ

ー

ア
」

、

「

預
言
者
」

と
い

う
二

つ

の

概
念
を

手
掛
か

り

に

考
察
を
進

め

よ

う
。

　
こ

の

定
義
か

ら

明
ら

か

な

よ

う
に

、

イ
ス

ラ

ー

ム

と

は
、

個
々

人
の

個
々

の

瞬
間
に

お

け

る

生

き

方
で

あ
っ

て
、

一

般
的
な

教

義
や

規
則
の

束
で

は

な
い

。

そ

の

こ

と

が

理

解
さ

れ

れ

ば
、

「

唯
一

の

大
文
字
の

イ
ス

ラ

ー
ム
」

と

「

複
数
の

小

文

字
の

イ
ス

ラ

ー

ム
」

と

い

っ

た

二

項
対
立
図

式
の

虚

構
性
は

自
ず
か

ら

明
ら

か

と

な

る
。

　
全
て

の

個
体
が

異
な

る

個

性
と

能
力
を

持
ち
、

あ
ら

ゆ

る

瞬
問
に

そ

れ

ぞ

れ
に

異
な
っ

た

環
境
に

お

か

れ
て

い

る

以

上
、

求
め

ら

れ

る

イ
ス

ラ

ー

ム

は

個
体
ご

と

に

瞬

間
毎
に

相
違
す
る

。

し

か

も
一

つ

の

個
体
が

あ
る

瞬
間
に

求
め

ら

れ
る

イ
ス

ラ
ー

ム

の

あ

り

方
は
一

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　〔
16）

つ

に

決

ま

る

わ

け

で

は

な
い

。

人

間
の

数
に

応
じ
て

、

そ

れ
ぞ

れ

に

無
数
の

イ
ス

ラ

ー
ム

が

存
在
す

る
の

で

あ

る
。

　
こ

れ

は
冖

見
す
る

と
、

「

小
文
字
の

イ
ス

ラ

ー

ム
」

の

考
え
と

近
い

か

の

如
き

印
象
を

与
え

る
か

も

し

れ

な

い
。

し
か

し

両

者
の

間

に

は

本
質
的
な

相
違
が

存
在
す

る
。

そ
れ

は

「

小

文

字
の

イ
ス

ラ

ー
ム
」

が
ム

ス

リ
ム

の

言
動
、

思

考
の

全
て

を
無
差
別
に

「

イ
ス

ラ

ー

ム
」

と

み

な

す
の

に

対
し

て
、

こ

こ

で

の

議
論
は
、

あ

ら

ゆ

る

ム

ス

リ
ム

は

常
に

そ

の

言
動、

思

考
の

「

イ

ス

ラ

ー
ム

性
」

を

厳
し

く

問
わ

れ
て

い

る
、

と

考
え

る
の

で

あ
る

。

　
「

イ
ス

ラ

ー

ム
」

が

個
々

人
の

生
き

方
で

あ

る

と

す

る

と
、

「

シ

ャ

リ

ー

ア
」

は

教

義
の

体
系
で

あ
る

。

「

シ

ャ

リ

ー

ア
」

と

は

ア
ッ

ラ

ー
フ

の

御
言

葉
で

あ

る

啓

典
ク
ル

ア

ー

ン

と

そ

れ

を
補
完
す
る

預
言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
の

ス

ン

ナ

の

教
え

の

総

体
で

あ
る

が
、

ク
ル

ア

ー
ン

は

言
葉
で

あ
る

の

に

対
し

て
、

ス

ン

ナ

と

は

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド

の

言

行
（
と

黙

認
事

項）

を

指
す

。

既
述
の

通
り

、

有
限
な

「

語
」

は

無
限
な

世
界
に

事
象
を

そ

の

総
体
に

お

い

て

記

述
す
る

こ

と

は

決
し
て

で

き

ず
、

ま
た

有
限
な

人

間
の

脳
は

、

無
限
に

複
雑

な

世
界
の

事
象
を

そ

の

総

体
に

お

い

て

処
理
、

把
握
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

。

従
っ

て

「

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
の

言
行
」

に

お

け

る
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「

行
」

も
、

物
理
的

事
象
と

し

て

の

預

言
者
の

行

動
で

は

な
く

、

言
語
の

篩
に

か

け

ら

れ

範
型
化

さ
れ

た

行

為
類
型
を

指
す

。

従
っ

て
、

シ

ャ

リ

ー

ア

と

は
、

ク

ル

ア

ー
ン

、

預

言
者
の

ス

ン

ナ

（

言

行
）

の

言
語
的
に

範
型

化
さ

れ

た

記
録
（
ハ

デ
ィ

ー
ス
）

で

あ
り
、

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ら
リリ

つ

ま

り

言
葉
の

束
と

し
て
、

存
在
す

る
。

こ

の

言
葉
の

束
と

し
て

の

シ

ャ

リ

ー

ア

は

単
一

の

実
在
で

あ
り、

「

大
文
字
の

イ
ス

ラ

ー
ム
」

は
お

お

む

ね
こ

の
シ

ャ

リ

ー

ア

の

概
念
に

対
応
し

て

い

る

と

言
う
こ

と

が

出
来
よ

う
。

勿
論、

言
葉
の

存
在
様
態
は
、

物
体
と

は

本
質

的
に

異
な

る
。

例
え

ば
「

日

本
人
」

と

い

う

言
葉
は
、

「

日

本
人
」

と

縮
小

し

て

も
「

日
本
人
」

と

フ

ォ

ン

ト

を

変
え
て

も、

あ
る
い

は

「

に

ほ

ん
じ
ん
」

と

読
ん
で

も
、

「

ニ

ッ

ポ

ン

ジ

ン
」

と

読
ん
で

も
、

そ

の

「

語
」

と

し
て

の

同
一

性
を

保
つ

。

　

シ

ャ

リ

ー

ア
が

単
一

の

実
在
で
あ

る
、

と

の

意

味
も

、

こ

の

言
語
の

存

在
様
態
に

応
じ

た

有
り

様
に

お

い

て

な

の

で

あ

る
。

　

シ

ャ

リ

ー
ア

と

は

ク

ル

ア

ー
ン

と

ス

ン

ナ

で

あ
る
と

述
べ

た
。

イ
ス

ラ

ー
ム

に

お

い

て

特
に

断
ら

ず
に

（

ア

ラ

ビ

ア

語
で

は

定
冠
詞

「

巴
」

を
付
し

て
）

「

シ

ャ

リ

ー

ア
」

と

言
っ

た

場

合
に

は
、

そ

れ

は

最
後
の

預

言

者
ム

ハ

ン

マ

ド

の

シ

ャ

リ
ー

ア

を

指
す

。

し
か

し

預

言
者
は

ム

ハ

ン

マ

ド
だ

け
で

は

な

く
、

彼
に

は
、

ノ

ア
、

ア

ブ

ラ
ハ

ム
、

モ

ー

ゼ
、

ダ
ヴ
ィ

デ
、

イ
エ

ス

な

ど

多
く
の

預
言

者
が

先

行
し

て

い

る
。

ム

ハ

ン

マ

ド

の

シ

ャ

リ

ー

ア

が

先
ず
天
啓
の

ク

ル

ア

ー
ン

で

あ
っ

た

の

と

同

様
に

、

シ

ャ

リ

ー

ア

は

預

言
者
へ

の

天
啓

の

概

念
と

不
可
分
で

あ
る

。

モ

！
ゼ

の

律
法、

ダ
ヴ
ィ

デ

の

詩
篇

、

イ
エ

ス

の

福
音
な
ど

は

ク
ル

ア

ー
ン

と

同
様
に

天

与
の

啓

典
で

あ

る
。

そ

し

て
ム
ハ

ン

マ

ド

の

シ

ャ

リ

ー

ア

は

先
行
す
る

預
言
者
た

ち

の

シ

ャ

リ

ー

ア

に

比
べ

て

よ

り

普
遍
的
か

つ

包

括
的
な

完
全
な
シ

ャ

リ

ー

ア

で

あ
る

が
、

預
言
者
た
ち

の

シ

ャ

リ

ー

ア

の

真
髄
は
一

つ

で

あ

り
、

そ

れ

が

「

イ
ス

ラ

ー
ム
」

と

い

う
「

宗
教
（

鳥

ヨ
）

」

で

あ
り

、

「

宗
教
は
一

つ

で

あ
る

が

シ

ャ

リ

ー
ア

は

相
違
す
る
」

と

言
わ

れ
る

の

で

あ
る
（
『

ア

ラ

ブ

の

言
葉
（

駐
§

ミ

区

§）
』

）
。

　

以
上
の

「

イ
ス

ラ

ー

ム
」

の

語
の

分

析
に

よ

り
、

イ
ス

ラ

ー
ム

に

は

預
言
者
た

ち

が

伝
え

た

ア

ッ

ラ

ー

フ

の

御
許
に

お

け

る

真
の

「

宗
教
」

と

し

て

の

教
義
体
系
の

イ

ス

ラ

ー
ム

と
、

個
々

人
の

ア

ッ

ラ

ー
フ

へ

の

帰
依
の

様
態
と

し

て

の

イ
ス

ラ

ー
ム

が

あ

る

こ

と
が

（256） 40

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

宗教 学 と イ ス ラーム 研究

明
ら

か

に

な
っ

た
。

こ

の

両
者
は

人
間
の

視
点
か

ら
は

別
物
で

あ

る

が
、

ア
ッ

ラ

ー

フ

の

視
点
か

ら

は

同
一

で

あ
る

。

な
ぜ

な
ら

全
知

の

ア

ッ

ラ

ー
フ

は
、

教
義
体
系
を
構
成
す

る

全
概
念
の

全
て

の

外
延
と
、

世
の

初
め

か

ら

終
わ

り

に

い

た

る

全

て
の

個
々

人
の

お

か

れ

た

全
て

の

個
々

の

状
況
に

お

け

る
イ
ス

ラ

ー
ム

の

あ

ら

ゆ
る

可
能

性
を

見
渡
す

視
座
に

立
っ

て

い

る

か

ら

で

あ

る
。

　

つ

ま

り
「

イ
ス

ラ

ー

ム
」

を

「

ア
ッ

ラ

ー
フ

が

『

イ
ス

ラ

ー
ム
』

と

し

て

承

認
す

る

も
の
」

と

再
帰
的
に

定

義
す

る
こ

と

に

よ

り、

そ

の

教
義
体
系
と

個
々

人
の

帰

依
の

二

つ

の

側
面
を

統
合
的
に

把

握
す

る
こ

と

が

可

能
と

な

る
の

で

あ
る

。

　
「

ア

ッ

ラ

ー
フ

が

『

イ

ス

ラ

ー

ム
』

と

し

て

承
認

す
る

も

の
」

と

し

て

の

「

イ
ス

ラ

ー
ム
」

は

「

あ
る

べ

き

イ
ス

ラ

ー
ム
」

、

「

規
範

的

イ
ス

ラ

ー
ム
」

で

あ
る

が
、

そ
の

基
準
と

な

る
の

は

預
言

者
の

シ

ャ

リ

ー

ア

と

な

る
。

　

こ

う

し

て

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究

と

は

シ

ャ

リ

ー

ア

を

参
照
し

、

ム

ス

リ

ム

の

営
み
の

中
か

ら

「

真
の

イ
ス

ラ

ー

ム
」

を
「

イ
ス

ラ

ー
ム

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
〔
18）

な

ら

ざ

る

も

の
」

か

ら

識
別
す

る

作
業
と

な

る
。

　
「

真
の

イ
ス

ラ

ー
ム
」

の

識

別
の

問
題

を

締
め

出
す
一

方
で

、

「

イ
ス

ラ

〜
ム

原
理

主

義
」

、

「

イ
ス

ラ

ー
ム

．

テ
ロ

リ
ズ

ム
」

、

「

政
治

的
イ
ス

ラ

ー
ム
」

、

「

リ
ベ

ラ

ル

・

イ
ス

ラ

ー
ム
」

、

「

民
主
的
イ
ス

ラ

ー

ム
」

と

い

っ

た

内
容
空
疎

な

概
念
を

弄
び
、

学
問
を

装
っ

て

イ

ス

ラ

ー
ム

の

抑
圧
と

歪

曲
を

推
し

進

め

て

き

た

従
来
の

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
と

の

訣
別
こ

そ
、

こ

れ

か

ら

の

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

第
一

歩

と

な

ら

ね

ば
な
ら

な
い

。

七

　
イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

領
域

　

イ
ス

ラ

ー

ム

が

諸
預

言
者
の

宗
教
で

あ
る

以
上

、

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
は

預

言
者
ム

ハ

ン

マ

ド
に

先
行

す
る

預

言
者
た

ち

の

宗
教
を

も

視
野
に

収
め

な

く
て

は

な
ら

な

い
。

イ
ス

ラ

ー
ム

に

お

い

て

は

（

真
の
）

宗
教
と

は

預
言
者
の

教

え

で

あ
る

以
上

、

ア
ブ

ラ

ハ

ム

の

教
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え
、

モ

ー
ゼ

の

教
え
、

イ
エ

ス

の

教
え

が

規
範
的
概
念
な
の

で

あ
り

、

古
代
イ
ス

ラ

エ

ル

人

の

宗
教、

ユ

ダ
ヤ

教

徒
の

宗
教

、

キ

リ

ス

ト

教
徒
の

宗
教
で

は

な
い

。

つ

ま

り
、

ヘ

ブ

ラ

イ

語
聖

書
、

新
約
聖
書
か

ら

ア

ブ
ラ
ハ

ム

の

教

え
、

モ

ー
ゼ

の

教
え

、

イ
エ

ス

の

教
え

を

復
元
し
、

そ

の

光

に

照

ら

し

て
、

ヘ

ブ

ラ

イ

語
聖

書
、

新
約
聖

書
、

そ

し

て

そ

の

後
の
ユ

ダ
ヤ

教、

キ

リ
ス

ト

教
の

中
の

イ
ス

ラ

ー

ム

を

浮
か

び
ヒ
が

ら
せ

る
こ

と

も

ま

た

イ
ス

ラ

ー
ム

研

究
の
一

部
と

成
ら

ね

ば

な

ら

な
い

。

こ

の

意
味
に

お

い

て
、

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究

は

も

う
一

度
「

東
洋

学
」

の

伝
統
に

立
ち

戻
り

、

聖

書

学
、

西
洋
古
典
学
と

の

繋
が

り

を

取
り

戻
し

、

新
た

な

認
識
論
に

立
っ

て

再
出

発
す
る

必
要
が

あ
る

。

　

ま

た

ア
ッ

ラ

ー

フ

は

全
世
界
の

創
造
主、

万
有
の

主
で

あ

り
、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

世
界
観
に
お

い

て

万
物
は

等
し

く

ア

ッ

ラ

ー
フ

を

讃

え

服
従
す

る

被

造
物
で

あ
り

、

イ
ス

ラ

ー

ム

と

は

こ

の

宇
宙
の

存
在
様
態
そ

の

も
の

で

あ

る
。

そ

の

意

味
に

お

い

て

は
、

理
論

的
に

は
、

自
然
科
学
も

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
の
｝

部
と

成
り

う

る
。

し

か

し
、

伝

統
的
に

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
に

お

い

て

も
、

イ
ス

ラ

ー
ム

と

は

一

義
的
に

は
、

人

間
の

「

宗
教
」

で

あ

り
、

学
問

体
系
と

し

て

も
、

「

宗
教
」

と

し

て

の

イ

ス

ラ

！
ム

を

扱
う
「

宗
教
諸

学
」

は

他
の

学
問
と

は

区
別
さ

れ

て
い

た
。

ア
ッ

ラ

ー
フ

は

万
物
の

創
造
主

で

あ
り、

万

象
の

存
在
の

根
拠
で

は

あ
る
が
、

イ

ス

ラ

ー

ム

は
、

「

現

世
（

含
コ

旨
）

」

と

「

来
世
（

勢
三
惹
巳
」

、

あ
る
い

は

「

現
世
（

α

§
冨
）

」

と

「

宗
教
（
α

邑
」

の

二

つ

の

領
域
を

峻
別
し

て

い

る
。

現

象

界
（ ．
巴
自。

ヨ
巴
−

°。

訂
鼠
舞
ゴ
）

で

あ

る

現

世
が

人

間
の

感

覚
に

よ
っ

て

把
握
さ

れ

る

世

界
で

あ

る

の

に

対
し

て
、

不

可

視
界

（ ．
巴
鋤

∋

巴−

讐
巴
ぴ）

で

あ

る

来

世
と

宗
教
は

預

言
者
た

ち

の

啓
示

に

よ
っ

て

知
り

う
る

も

の

で

あ
る

。

イ

ス

ラ

ー

ム

は

現
世
と

来

世、

現
世
と

宗
教
が

共
に

ア
ッ

ラ

ー

フ

に

帰
属
す
る

が
、

来
世
と

宗
教
こ

そ

優
先
さ

れ

る
べ

き
こ

と

を
説
い

て

い

る
。

ム

ハ

ン

マ

ド

の

　

　
　
　

　
　
　

　
（
19〕

シ

ャ

リ

ー
ア

は

不
可
視
界
と

宗
教
（

人
間
の

生
き

方、

法）

に

つ

い

て

の

教
え
で

あ

り
、

現
象
界
に

つ

い

て

の

教
え

で

は

な
い

。

　

従
っ

て

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
の

研
究
範
囲
も
、

一

義
的
に

は
、

不
可

視
界
の

事
柄
と

宗
教

、

つ

ま

り

人
間
の

生
き

方
、

法
と

な

り
、

現
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ハ
ぜ

象
界
の

事

柄
（

物
質
と

ア
ッ

ラ

ー
フ

の

関
係
）

、

つ

ま

り

「

自
然

科
学
」

の

扱
う

事
柄
は
、

除

外
さ

れ

る
べ

き

で

あ
ろ

う
。

　
本

稿
で

は
、

規
範
的
ア
プ

ロ

ー

チ

の

立

場
か

ら
、

イ

ス

ラ

ー

ム

を
そ

の

語
義
か

ら

出
発
し

「

ア

ッ

ラ

ー
フ

が

『

イ

ス

ラ

ー
ム
』

と

し

て

承

認
す

る

も

の
」

と

し

て

定
義
す

る

「

イ
ス

ラ
ー

ム

研
究
」

の

規
範
的
ア

プ

ロ

ー

チ

の

研
究
パ

ラ

ダ

イ
ム

を

提
示
し

た

が
、

既
に

明

ら
か

な

よ

う

に
、

こ

れ
は

イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
の

伝
統
的
な

イ
ス

ラ

ー
ム

学
に

範
を

取
っ

て

い

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　
ヨね

　

学
問
の

認
識
論
／
方
法
論
的
前
提
は

研
究
が

始
動

す

る
た

め
の

仮
説
で

あ

り、

そ

れ

自
体
は

真
で

も

な

け

れ

ば

偽
で

も
な
い

。

研
究

パ

ラ

ダ

イ
ム

の

有
効

性
が
、

ひ

と

え

に

そ
の

生

産
性
に

か

か

っ

て

い

る

以
上、

一

〇

〇
〇
年
以
上

の

歴
史
を

有
し
、

今
な
お

新
し
い

問

題
を

生
み

出
し

研
究
成
果

を

あ
げ

、

近

年
ま

す
ま

す

そ
の

量

を

増
し
つ

つ

あ
る

、

伝
統
イ

ス

ラ

ー

ム

学
の

「

認

識
論
／
方

法
論

的
前

提
」

の

有
効
性
は

論

証
を

必
要
と
し

な
い

。

説

明
を

要
す

る

の

は
、

基
本
的
認
識
論
／
方
法
論
を
共

有
す
る

本

稿
の

「

イ
ス

ラ

ー
ム

研

究
」

と

伝
統
イ

ス

ラ

ー

ム

学
の

相
違

点
で

あ

る
。

こ

こ

で

は

主

た

る

相
違
点
と

し

て

以
下
の

四

点
の

み

を

指
摘
す
る

に

留
め

よ

う
。

　

第
一

が

語
学
の

相
違
で

あ
る

。

伝
統
イ
ス

ラ

ー
ム

学
は
、

ア

ラ

ビ

ア

語
独
善
主
義
に

陥
っ

て

お

り
、

他
の

言

語
の

習
得
の

デ
ィ

シ

プ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
　　

リ
ン

を
発
達
さ

せ

な

か
っ

た
。

非
イ

ス

ラ

ー
ム

世
界
の

視

座
か

ら

イ
ス

ラ

ー
ム

を

観

察、

記

述
、

分
析
す

る

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
は

、

そ

の

本
質
か

ら

し

て

ア

ラ
ビ

ア

語
の

世
界
に

自
閉
す
る

こ

と

は

不

可

能
で

あ
る

。

イ
ス

ラ

ー

ム

の

根
幹
を
な

す

ク

ル

ア

ー

ン

研
究
に

は

比

較
セ

ム

語
学
の

知
識
は

不

可
欠
で

あ

る
が
、

他
の

研
究
領
域
に

お

い

て

も
イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
は

そ

れ
ぞ

れ
の

分
野
に

応
じ

た
語

学
の

習

得
が

課
さ

れ

る
こ

と

に

な

る
。

　

第
二

が
、

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
の

解
釈
学
的
性
格
で

あ
る

。

非
イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

を

即

自
的
に

表
現、

記

述
す

る
こ

と

の

出
来
な
い

言

語
環

境
に

お

い

て

遂

行
さ

れ

る

が

故
に
、

必

然
的
に

異
文
化
理

解
の

解

釈
学
の

性
格
を

帯
び

る
。
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箜、一

に
、

イ
ス

ラ

ー
ム

学
の

実
践

志
向
性
で

あ
る

。

イ
ス

ラ

ー
ム

学
は

、

自
ら

が

ア
ッ

ラ

ー
フ

に

い

か

に

仕
え
る

べ

き
か

、

自
ら

が

何
を

な

す
べ

き
か

に

つ

い

て

の

ア
ッ

ラ

ー
フ

の

御
心
を

知
る
た

め

の

手
段
で

あ
り
、

そ

れ

ゆ

え
に

そ

れ

自
体
が
イ
ス

ラ

ー
ム

の
一

つ

の

形
態
で

あ
る

。

他
方、

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
は

純
粋
に

理

論
志
向
で

あ

り
、

学
知
そ

の

も
の

が

目
的
と

な

る
。

　

第
四
に

、

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

再

帰
性
（

自
己

言
及

性
）

で

あ

る
。

即
ち
、

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
は

イ
ス

ラ

ー
ム

（

シ

ャ

リ

ー

ア

の

意

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ら
お　

味
で

の
）

そ

の

も

の

の

研
究
で

あ

る

よ

り

も
、

「

（
ム

ス

リ

ム

の
）

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

研
究
」

な
の

で

あ
る

。

八

　
宗
教
学
と

し

て

の

イ
ス

ラ
ー

ム

研
究

　

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
が

、

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
と

銘
打
つ

以

上
、

研
究
対
象
は

イ
ス

ラ

ー

ム

で

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

。

そ

し

て

言
語
の

本

質
上
、

概
念
規
定
が

規
範
的

と

な

ら

ざ

る

を
得
ず、

イ
ス

ラ

ー
ム

は

普
通
名
詞
で

あ

る

の

で
、

そ

の

出
発
点
は

語
義
を

離
れ

な
い

こ

と

が

要
請
さ

れ

る
。

そ
こ

で

本
稿
で

は
、

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
に

お

い

て

妥
当
な
イ

ス

ラ

ー
ム

の

概
念
規

定
が

、

「

イ
ス

ラ

ー

ム

と

は
、

降

伏
（一
ω
叶一
ω
一

鋤
旨
P
）

、

服

従
（
ヨ
ρ

ぞ

鑑）

で

あ
り
、

シ

ャ

リ

ー

ア

（

聖

法
）

に

お

い

て

は
、

謙
譲
を
表
し
、

シ

ャ

リ

ー

ア

を

奉
じ

、

預
言

者
（
ム

ハ

ン

マ

ド
）

が

齎
し

た

も
の

を
遵

守
す

る
こ

と
」

、

「

ア
ッ

ラ

ー
フ

が

『

イ
ス

ラ

ー
ム
』

と

し

て

承

認
す
る

も

の
」

で

あ
る

こ

と

　

　

　
（
24）

を
示
し

た
。

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　〔
25）

　

ア

ッ

ラ

ー
フ

の

不
在、

そ

の

論
理

的
帰

結
と

し

て

の

イ
ス

ラ

ー
ム

の

不
在
を
前

提
と

す

る

研

究
は

、

地
域

研
究

、

人

類

学
、

政
治

学、

社
会
学

、

歴
史
学
な

ど

の

学
問
で

は

あ
っ

て

も

イ

ス

ラ
ー

ム

研
究
で

は

あ

り

え

な
い

。

し
か

し

イ
ス

ラ

ー
ム

学
と

宗
教
学
と

の

関

係
は

他
の

学
問
と

の

も

の

と

は

違
っ

た

も
の

と

な

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

　

既

述
の

通
り
、

西
欧
の

宗
教

学
（

以
後、

単
に

「

宗

教
学
」

と

記
す
）

に

お

い

て
、

「

聖
な

る

も

の
」

な

ど

と

名
づ

け

う
る

よ

う

な

何
も
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め　

の

か

の

存
在
を

前
提
し

、

そ

れ

が

人

間
に

現
れ

る

現
象
を

扱
う
こ

と
は

既
に

確
立
し
た

方
法
論
で

あ
る

。

従
っ

て

宗
教
学
の

立

場
は

概
ね
、

ア
ッ

ラ

ー

フ

を

「

聖

な
る

も
の
」

、

ム

ハ

ン

マ

ド

を
「

宗
教
的
人

間
」

、

啓

示
を

「

宗

教
体
験
」

、

シ

ャ

リ

ー

ア

を
「

宗
教
思
想
」

と

し

て

理
解
す
る

、

と

言
う
こ

と

が

で

き
よ

う
。

　
こ

の

立
場
は

ア
ッ

ラ

ー

フ

の

不
在
を

前
提
す

る

他
の

人

文
・

社
会
科

学
の

立

場
と
、

ム
ハ

ン

マ

ド

の

啓
示

の

真
理

要
求
を
額
面
通
り

に

受
け

入
れ

る
こ

と

か
ら

出
発
す
る

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
の

イ
ス

ラ

ー
ム

学
と

の

中

間
に

位
置
す

る
。

　

宗
教

学
に

お
い

て

は

「

宗
教

体
験
」

は

個
人
の

主

観
的
（

心
的）

な

出
来

事
で

あ
っ

て
、

そ

の

内
容
が

真
理

値
を

有
す

る

「

客
観

的
」

な

外
的
事
実
で

あ
る

と

は

み

な

さ

れ

な

い

た
め

、

ム

ハ

ン

マ

ド

の

啓
示

体
験

を

「

真
正

な
」

宗
教
体
験
と

み

な

し

た

と

し
て

も
、

そ

の

啓
示
の

真
理

性
や
預
言
者
と

し

て

の

無

謬
性
ま

で

も

認
め

る

こ

と

を

意

味
し

な

い
。

従
っ

て

ア
ッ

ラ

ー

フ

を

「

聖

な

る

も

の
」

の

顕

現
の
一

形

態
と
み

な
し

て

も、

ア
ッ

ラ

ー

フ

が
ム

ハ

ン

マ

ド
の

啓
示

が

述
べ

る

通
り

の

全

知、

全

能
の

善
な

る

世
界
の

創
造
者
た
る

唯
一

神
で

あ

る
こ

と

を

認

め

る
こ

と

に

は

な

ら

な
い

。

要
す
る

に

宗
教
学
に

お

い

て

は

ア
ッ

ラ

ー

フ

の

唯
一

性
が

前

提
さ

れ

な
い

こ

と

に

よ

り
、

宗
教
体
系

と

し

て

の

イ

ス

ラ

ー
ム

が

相
対

化
さ

れ
、

ム

ハ

ン

マ

ド

の

啓
示
の

無
謬
性
が

前
提
さ

れ

な

い

こ

と

に

よ

り
、

他
宗

教
と
の

比
較
に

お

い

て

ム
ハ

ン

マ

ド
の

シ

ャ

リ

ー

ア

が

相
対
化
さ

れ
る

だ
け

で

な
く

、

イ
ス

ラ

ー

ム

の

内
部
に

お
い

て

も

預
言
者
ム
ハ

ン

マ

ド

の

地

位
が

相
対
化
さ

れ、

彼
の

「

啓

示
」

体
験
も

他
の

「

宗
教

者
」

た

ち

（

主
と

し

て

ス

ー

フ

ィ

i
）

の

宗
教
体
験
と

同
列
に

　

　
　
　

　
　
　

　ハ
シ　

お

か

れ

る
こ

と

に

な

る
。

　

前
章
に

お

い

て
、

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

異
文
化
の

解
釈
学
の

側
面
を

指
摘
し

た

が
、

宗

教
学
は
、

イ
ス

ラ

ー
ム

を

相
対
化
す

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
に

イ
ス

ラ

ー
ム

記
述

の

翻
訳
言
語
を

提
供
す

る
こ

と

が

で

き

る
。

一

方
、

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
は

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
と

非
イ

ス

ラ
ー

ム

世
界
の

間
で

の

翻
訳
に

お

け

る

意
味
の

ズ

レ
、

差
異
性
を

明
ら

か

に

す

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

そ

の

言
葉
の

45 〔261）
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意
味

を
よ

り
豊
か

な

も
の

と

し
て

、

そ

れ

を

宗
教

学
に

差
し

戻
す
こ

と

が

で

き

る
。

世
界
第
二

位
の

「

宗
教
」

イ

ス

ラ

ー

ム

の

研
究
が

宗
教

学
の

中
で

扱
わ

れ
な
い
、

と
い

う

「

宗
教
学
」

に

と
っ

て

の

ス

キ
ャ

ン

ダ

ル

が

克
服
さ

れ
る

と

す
れ

ば
、

こ

の

よ

う
な

共
同

作

業
、

相
互

参
照
に

よ

る

フ

ィ

ー

ド
バ

ッ

ク

を

双

方
が

積
み

重

ね

て

い

く
こ

と

に

よ

る

し

か

な
い

で

あ

ろ

う
。

46（262）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

結
び

　

本
稿
で

は
、

西
欧
の

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

歴
史
と

現

状
を

概
観
し
、

そ

の

認

識
論
上

の

問
題
を

指
摘
し
、

自
覚
的
な

規
範
主

義
的
ア

プ
ロ

ー

チ

の

必
然
性
／
必
要
性
を
論
証

し
、

宗
教
学
と

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
の

将

来
の

あ

る
べ

き

関
係
を

示

し

た
。

　

本
稿
が

、

イ
ス

ラ

ー
ム

研
究
を

、

非
イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
の
一

握
り
の

自
称
「

イ

ス

ラ

ー

ム

専
門
家
」

の

間
で

し

か

通
用
し

な

い

独

り

善
が

り
の

自
己
満
足
の

域
を
超
え
て

、

イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
の

広
大
な

イ
ス

ラ

ー

ム

学
の

世
界
と

の

対
話
が

可
能
な

水
準
に

ま

で

引
き

上

げ
る
た

め

の

生

産
的
議
論
の

起
爆
剤
に

な

れ

ば
、

望
外
の

幸
せ

で

あ
る

。

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

注
（
1
）

　
欧
米
の

人
文
．

社
会
科
学
で

は、

解
釈
学
の

言
語
論
的
転
回

が

言
わ
れ
て

か

ら

久
し

い
。

自
然
科
学
に

お

い

て

は、

表
現
す
る
言
語
の

違
い

は、

無

　
　
視
し

う
る

程
に

小
さ
い
、

と

言
っ

て

済
ま
せ

る

こ

と

も

許
さ

れ

る

か

も
し

れ

な

い

が
、

社
会
科
学
に

お

い

て

は
、

表
現
す
る

言
語
は

研
究
内
容
を
大

き

　
　
く
規
定
し
、

人
文
科

学
に

至

っ

て

は
、

研
究
内
容
は

そ

れ
を
表
現
す
る

言
語
は

不
可
分
で

あ
り

別
の

言
語
に

写
す
こ

と

は

ほ

ぼ

不
可
能
で

あ
る
。

日

本

　
　
語
の

「

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
」

と

英
語
の

「

【

し・

ξ

巨
∩

°・

叶

＆
帯
ω
」

、

ア

ラ

ビ

ア
語
の

言
7

凸

勗
ω

彎
鋤一−

匿
閾

ヨ
H

《
貸。

ゴ
」

は

そ

れ
ぞ

れ

別
々

の

文

化
・

歴
史
的

　

背
景

、

認

識
論、

宇
宙
論
を

有
す

る

知

的
営

為
で

あ
り、

専
門
的
に

個
別
の

問
題
を

扱
い

厳
密
な
議
論
を

す
る

な
ら

、

ひ

と

し

な

み

に

論
ず
る

こ

と

は

　
　
で

き
な
い

。

イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
と
ヘ

ブ

ラ

イ

ズ

ム
、

ヘ

レ

ニ

ズ

ム

を
共
有
す
る

欧

米
の
H
°・

冨

ヨ圃
o

°・

ε
α圃
Φ
ω

と

日
本
の

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
を

纏
め

て

論

　

ず
る

こ

と

に

無
理
が
あ

る

こ

と

は

言
を

俟
た
な

い
。

し

か

し

本
稿
の

議
論
の

抽
象
度
で

は
、

当
面、

イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
と

非
イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
の

イ

ス



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

宗教学 と イ ス ラ ーム 研 究

　

　
ラ

ー

ム

研
究
を

区
別
す

る

だ

け

で

十
分

で

あ
り
、

特
に

必
要
が

無
い

場
合
は

欧
米
と

日
本
の

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
を

区
別
せ

ず
に

分

析
の

俎

上
に

載
せ

る

　

　
こ

と

に

す
る

。

な

お、

匠
帥

邑
o

°り

ε
亀
o
°。

は

「

イ

ス

ラ

ー
ム

研

究
」

と

も

「
イ
ス

ラ

ー

ム

学
」

と

も
訳
し

得
る

が
、

本

稿
で

は

便
宜
上、

イ

ス

ラ

ー

　

　
ム

世
界
の

学
問
を

「

イ

ス

ラ

ー

ム

学」
、

非
イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
の

も
の

を
「

イ
ス

ラ

ー
ム

研

究
」

と

訳
し

分

け
る

こ

と

に

す

る
。

但
し

ア

ラ

ビ

ア

語
で

　

　
は、

伝
統
イ

ス

ラ

ー
ム

学
は

、

通
常
「

シ

ャ

リ

ー

ア
に

関
す
る

諸
学
問
（
巴ー
ゴ
言

ヨ

箏゚
。

冨
「 ．圃
冨
ず）
」

と

総
称
さ

れ、

「

巴−
臼

感
。゚

倒
け

四一・
H

°・

団

ヨ一
《

筈

　

　
（「
ω

5
∋凶
o

馨
賃

色

霧）
」

は

西
欧
の
鬥
巴
四

ヨ
8
自。

ε
會

鵠
の

影
響
を
受
け

た
別
の

学
問
を
指
す。

　

　
　
例
え

ば

世
界
最
古
の

大
学
と

も
呼
ば

れ
る
エ

ジ

プ

ト

の

ア

ズ

ハ

ル

大

学
の

学
部

構
成
で

は
、

伝
統
イ

ス

ラ

ー

ム

三

学
部
と

言
え

ば
、

宗
教
基

礎
学
部

　

　
（
匠

三
闘
罵
国

ゴ

磊
旦

四

7

臼
三

、

シ

ャ

リ

ー
ア
・

法
学
部
（
評

巳
冒
k
四
『

p。

〜
ゴ

国

昌．
帥

げ

≦
四

巴−
ρ
帥
コ
O

巳
、

ア
ラ

ビ

ア

語
学

部
（
厂
二

＝

曙
蹄

巴
亠
二
 

プ
四
『

　

　
餌一−．
舞
餌
σ

ぞ

咢）

で
あ

り、

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
学
部
（
評

三一剛
》

舜
げ

巴−
隻

鼠
。゚

鋤
け

簿一−
H

巴

鍵

昌
い

鼻

巳

は

別
組
織
の

新
設

学
部
で

あ
り、

そ
の

他
の

イ

ス

ラ

　

　
ー

ム

世
界
の

大
学
で

も、

巴−
臼
「

射
肆
騨
一−
一

自。

断

ヨ
7・
菩
は

学
科
レ

ベ

ル

で

文

学
部
な

ど

の

中
に

設

置
さ

れ

て

い

る

場
合
が

多．
い

。

（
2
）

但
し

イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
の

概
念
は

近

代
国
民
国
家
の

枠
組
み

と
は

無

縁
で

あ
る

の

で、

イ

ン

ド
の

ア

リ
ー

ガ

ル

大

学
な

ど
、

現

在
で

は

非
ム

ス

リ

ム

　

　
が

多
数
を
占
め

る

国
に

も
イ
ス

ラ

ー

ム

大

学
は

存
在
す

る
。

（
3
）
　
日

本
を
例
に

取
る

と
、

イ
ス

ラ
ー

ム

の

専
門
教
育
を

行
う
機
関
は、

学
科
レ

ベ

ル

さ

え

存
在
せ

ず、

僅
か

に

東
京
大
学
文
学
部
の

思

想
文
化
学
科、

　

　
及
び
入
文
社
会
系
研
究
科
の

ア

ジ

ア

文

化
研
究
専
攻
の

中
に

専
任
教
官
数
二

名
の

イ

ス

ラ

ム

学
研

究
室
が

存
在
す

る

の

み

で

あ
る

。

（
4
）
　
筆
者
は、

東
京

大
学
文
学
部
の

イ

ス

ラ

ム

研
究
室
の
一

期
生
で

あ

る

が
、

当
事
の

研
究
室
主

任
が、

イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
で
は
一

般
信
徒
の

子

供
で

も

　

　
暗
証
し

て

い

る

ク
ル

ア

ー

ン

第
一

章
「

開
扉
」

章
す

ら

ノ

ー
ト

を

見
ず
に

は

板
書
で

き

な

い

の

を

見
て、

こ

ん

な

所
で

イ
ス

ラ

ー

ム

を

学
ぶ

こ

と

は

で

　

　
き

な

い

と

思
っ

た
の

は

今
も
記

憶
に

鮮
や
か

で

あ

る
。

非
イ
ス

ラ

ー

ム

世
界

の

高
等
教
育
機
関
で

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
を
学
ん
だ

研

究
者
の

大
半
は

イ
ス

　

　
ラ

ー

ム

の

専
門

家
を

自

称
し

て

い

て

も
イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
の

学
問
水
準
に

照

ら

す
と

中
等
教
育
の

イ

ス

ラ

ー
ム

教
養
さ

え
身
に

つ

け
て

い

な
い
。

（
5）
　
現
代
の

ト

ル

コ

や

イ

ラ

ン

の

西
欧

的
大

学
の

中
に

は、

ア

ラ

ビ

ア

語
の

「

神
（一
断
写）
」

を

語

源
と

す

る

「一
断

三

旨
叶

（
神
的

な

諸
事

物、

島
く

互−

　

　
什一
〇

°。）
」

の

名
を

冠
す
る

学
部

、

学
科
が

存
在
す
る

が
、

こ

れ

は

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

「

神
学
〔
臼

≦

三

2）
」

の

訳
で

あ
り

、

伝
統
イ

ス

ラ

ー

ム

学
と

は

別

　

　
の

学
閊
で

あ

り、

ア

ラ

ブ

諸
国
で

は、

現
代
に

至

る

ま
で

こ

の

訳
語
さ

え
使
わ
れ
て

い

な

い
。

（
6）
　．
＝

ヨ

巴

爵
巴
矧

ヨ噛

己

∋

巴

み
眇

≦
ケ

己

の

名
称
も

あ
る
。

（
7）
　
二
四

塁・

≦
筈

器

；
訂

霧゚
・

蒔

に

よ

る

と
、

「

宗
教
（

邑
喧
o
口）
」

の

原
語

邑一
屯
o

は

神
へ

の

献
身
を

意
味
し

た
が、

中
世
キ

リ
ス

ト

教
の

用

法
で

　

　
は、

キ

リ

ス

ト

教
の

み

に

対
し

て

の

み

用
い

ら

れ、

普
遍
的
な

「

宗
教
」

を

意
味
せ

ず、

ユ

ダ
ヤ

教
や

ヒ

ン

ド

ゥ

ー

に

も

前
近
代

に

お

い

て

は、

宗
教

　

　
一

般
を
指
す
語
は

無
く、

大
宗
教
に

お

い

て

宗
教
の

概

念
が

初
め
て

現
れ

る

の

は

ク
ル

ア

ー

ン

に

お

け

る

「

α鬥
尸

の

語

で
あ
る

と

言
う

。

国

窪゚
。

°。

戯

　

　
は

ク
ル

ア
ー
ン

の

「

宗
教
」

に

は
、

oo

∋
℃
帥

鐔
二
く
ゆ

な

用
法
と
、

ゆ

×
o

ξ
劉

ぞ
o

な
用
法
が
あ

り
、

 
×
∩

ヨ
匹
く
¢

な

用

法
が

イ
ス

ラ

ー

ム

を
、

 

×
o

ξ
巴
く
 

（263＞47
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な

用

法
が

宗

教
を

意

味
す
る、

と

言
う

。

＝

譽
器
碍

の

8
∋

疆
螽
ユ
＜
 

は

本
稿
の

自

霧
6
ユ

艮
オ
。

（
記

述
的
）

、

 
×
∩

冨
ω

ぞ
Φ

が
コ

o
「

ヨ
鋤

江
＜
Φ

（
規
範

　
　
的）

に

ほ

ぼ

相
当
す
る

。

団
簿

磊−
竃
ド

訂
 

＝
討
窮゚
・一

ぴq

 ．
〉

勾
Φ
＝

αq

ご
コ、
ω

し自
Φ

罵

Oo
コ
o
Φ

冥
oh

、
菌
 

＝

働q
δ
コ．

「
日
げ
 

O

霧
 

oh

言
山

巴
ω

ヨ
餌

コ
α

H
°・

冨

β．、

　
　
』
o

ぎ
ゆ
ロ

嵩
已

（
 
α゜
γ

翻
貯

§

§
織

、

譜

き、
ミ
題
、

謁
o
簿

黛

勘
Q
、

喧
Q

蕊

§
、

ぎ

ミ
ミ
ミ
賤

黯
覧−

⊂

三
く
 
「
ω

謬
《

℃

奉
ω

ω

o
曲

コ
o
「

貳
PO

⇔

ぎ
Φ
ω

〈凶
＝

P

　
　
卜。

8
♪

O
”

」

Ψ
旨’

（
8
）
　
日

本
の

高
等
教
育
機
関
で

唯
一

の

イ
ス

ラ

ー

ム

研
究
の

専

攻
を
謳
う
東
京
大
学
大

学
院
人
文
科
学
研
究
科
の

イ

ス

ラ

ム

学
研
究
室
は

当
初
は

宗
教
学

　
　
宗
教

史
学
の

下
位
分
野
で

あ
っ

た

が
、

今
日

で

は、

ア

ジ
ア

文
化

研
究
の

下
位
分
野
に

変
わ
っ

て

い

る
。

（
9
）

近

代
西
欧
の

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

起
源
の

「

宗
教
」

の

概
念
が

当
て

は
ま

ら
な
い

の

は、

イ
ス

ラ

ー
ム

の

み

で

は

な
い

。

信
徒
人

口

第
三

位
の

ヒ

ン

ド

　
　
ゥ

ー

も
そ
う
で

あ
る

し
、

儒
教、

神
道
も

同
様
で

あ
る

。

（
m
）
　
そ

も
そ
も

「

ム

ス

リ

ム

が

イ

ス

ラ

ー
ム

と

呼
ぶ

も

の
」

な

ど

と

い

う
も
の

が

認
識
出
来
る

な

ど

と

考
え
る

こ

と

は

妄
想
に

過
ぎ
な
い

。

同
時
代
だ
け

　
　
で

も

十
数
億
人
を
数
え

る

ム

ス

リ

ム

の

個
々

の

問
題
に

つ

い

て

の

見
解
に

つ

い

て

網
羅
的
に

調
べ

る

こ

と

は

端
的
に

不
可

能
で

あ

る
。

　
　

特
定
の

立

場
か

ら

の

イ

ス

ラ

ー

ム

認
識
が

弓

大
文
字
の

イ

ス

ラ

ー

ム
」

で

あ
っ

て
、

非
実
証
的
で

あ

る

な

ら、

た
ま

た

ま

調
査
し
た

何
件
か

の

ケ

ー

　
　
ス
、

何
冊
か

の

文
献
に

基
づ

い

て、

「

中
世
イ
ス

ラ

ー

ム
」 、
「
イ

ス

ラ

ー

ム

・

モ

ダ
ニ

ス

ト
」 、

「

イ

ス

ラ

ー

ム

原
理

主

義
者
」

な

ど

と

い

っ

た

概
念
を

　
　
使
う

こ

と

も、

「

大
文
字
の

中
世
イ
ス

ラ

ー

ム
」 、

「

大
文
字
の

イ

ス

ラ

ー

ム

・

モ

ダ
ニ

ス

ト
」 、

「

大
文

字
の

イ

ス

ラ

ー
ム

原

理
主
義
者
」

に

つ

い

て

語

　
　
る

こ

と

に

な

る

の

で

禁
じ
ら

れ

ね

ば
な

ら

な
い

で

あ
ろ

う
。

い

や
、

「

OO

村
の

イ

ス

ラ

ー

ム
」

と

い

っ

た

表
現

で

す
ら、

全
て

の

村
民
の

全
て

の

行

　
　
為
を

調
べ

尽

く
し

た

の

で

無
い

限
り

「

大
文

字
の

○
○

村
の

イ

ス

ラ

ー

ム
」

と

し

か

言
う

こ

と

が

で

き

な

い

た

め、

不
可

能
と

な

る
。

　
　

　
こ

の

レ

ベ

ル

で

の

ナ

イ
ー

ブ

な
「

実
証
主

義
」

が

罷
り
通
っ

て

い

る

の

が
、

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
の

現

状
で

あ
り、

再
構

築
を

目
指
す

に

も、

ど

こ

か

　
　
ら

手
を
つ

け

て

よ
い

の

か

分
ら

な
い

惨
状
で

あ
る

が
、

我
々

は

ノ

イ

ラ

ー

ト
の

船
の

住
人
で

あ

り、

出

来
る

と

こ

ろ
か

ら
少
し

ず
つ

立

て

直
し

て

い

く

　
　
し

か

な
い

。

（
11）
　
私
見
に

よ

る

と、

現

代
の

人
文
・

社
会
科
学
は、

認

識
論
的
に
、

（
1）
物
理
主

義、
（
2
）

意
識
主
義、

（
3）
言

語
主

義
の

い

ず
れ

か

の

立

場
を

取

　
　
る

。

（
1
）
物
理
主
義
と
は、

物
質
世

界
を
認
識
の

ア

プ

リ
オ

リ

の

基

底
と

み

な

す

立

場、
（
2
）

意
識
主

義
と

は、

自
己
の

意
識
を
認
識
の

ア

プ

リ

オ

リ

　
　
の

規

定
と

み

な

す
立
場、

（
3

）

言
語
主
義
と

は
人
間
の

言
語
を
認

識
の

ア

プ
リ

オ

リ

の

基
底
と

み

な

す
立

場
で

あ
る。

私
見
で

は
、

こ

の

三

つ

の

立

場

　
　
は

論
点

先
取
に

陥
る

こ

と

な
く
他
の

立

場
を

論
破
す
る

こ

と

は

で

き
ず、

い

ず
れ

が
正

し

い

か

を

合
理

的
な
議
論
に

よ
っ

て

決
定
す
る

こ

と

は

で

き

な

　
　
い

。

こ

の

状
況
は、

人
間
の

置
か

れ

た

環
境
に
、

生
物
学
的

、

あ

る

い

は

科
学
技
術
的
な

予
測

不
能
な

革
命
的
変
化
が
生
じ

な
い

限
り

変
わ

ら

な

い

と

　

思
わ

れ
る

。

　
　

認
識
論
と

い

う
営
み

が

コ
言

呈
陥

の

中
」

で

行
わ

れ

て

い

る、

と

い

う

ま

さ

に

そ

の

事
実
に

よ

り、

我
々

が
認
識
論
を
問
題
と

す
る

以

上、

言
語
を

ア

48（264）
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プ

リ
オ

リ

な

認
識
の

基
底
と
す

る

立

場
は

反

証
不
能
と

言
わ
ざ

る
を

得
な

い
。

「

了

解
さ

れ
る

存
在
は

言
語
で

あ
る
」

と

の

ガ
ー

ダ
マ

ー

の

哲
学
的
解

　
　
釈
学
に

ア

ー
ペ

ル

の

超
越
論
的
遂
行
論
を

接
合
し

た
言
語
主
義
が
、

本
稿
に

お

け
る

筆
者
の

認
識
論
的
立
場
と

な
る。

（
12
）
　
た
と

え

ば
日

本
語
で

は
、

「

真
っ

赤
が
昇
っ

て

い

る

な

太
陽
」

は

構
文

論
的
に

許
さ

れ
ず、

「

辛
い

太
陽
が

訴

訟
し

て

い

る
」

は

意

味
論

的
に

許
さ

れ

　
　
ず、

深
夜
に

「

真
っ

赤
な

太
陽
が

昇
っ

て

い

る
」

と
発
言
す
る

こ

と

は

語
用
論
的
に

許
さ

れ

な

い
。

（
13
）

　
こ

れ

は

「

日

本
」

や

「

日
本
人
」

と

い

っ

た

概
念
に

つ

い

て

は
言
を
俟
た

な

い

が、

個

体
に

つ

い

て

も

同

様
で、

物
質
的

な
組
成
を

全
く
異
に

す

る

　
　一

〇

歳
の

自

分
と

現
在
の

自
分
を

同
じ

固
有
名
で

呼
ぶ

こ

と

は
、

個
人
の

主
体
の

ア

イ

デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

ー

の

存

在
を

前
提
す

る

本
質
主
義
に

よ

る

以

外

　
　
の

何
物
で

も
な

か

ろ

う
。

　
　

本
質
主

義
が

批
判
の

対
象
と

な

る

な

ら
、

普
通

名
詞
の

み

な

ら
ず
固

有
名
詞
も
使
用

で

き

な

い

が
、

時
の
一

点
「

今
」

に

お
い

て

あ
る
一

定
の

場
所

　
　
に

あ
る

個

物
の

み

を

指
す
指
示

名
詞
さ
え、

本
質
主
義
の

批
判
を

免
れ

う
る

か

ど

う

か

は

怪
し

く
思
わ

れ

る
。

と

い

う
の

は
、

一

定
の

場
を

占
め

る

　
　
肉、

骨、

血

液
な
ど

の

集
△

［、

あ
る

い

は

細
胞
の

集
合、

あ
る

い

は

分
子、

原
子、

素
粒
子

の

集
合
を、

一

つ

の

個

体
「

人

間
」

と

し

て

把
握
し

「

そ

　
　
れ
」

と

指
示
す

る

こ

と

も
一

種
の

「

本
質
主

義
」

と
言
え
そ
う
に

思

え
る

か

ら

で

あ

る
。

〔
14
）
　
大
文
字
の

唯
一

の

イ
ス

ラ

ー

ム

（
一

ω一
〇

∋
）

を

語
る

こ

と

を

規
範
主

義、

本
質
主

義
と

批
判
す

る

こ

と

が
、

「

イ
ス

ラ

ー

ム

は

虚

偽
で

あ
る

」

と

の

　
　
言
明
の

仮

装
で

し

か

な

い

が
故
に
、

誤
り
で

あ
る
、

と

言
っ

て

い

る

の

で

は

な
い
。

「

大
文
字
の

イ

ス

ラ

ー
ム

論
」

が

規
範
主

義、

本
質
主
義
で

あ
る、

　
　
と

の

批
判
が

誤
り

で

あ
る

の

は
、

「

イ

ス

ラ

ー

ム

が

虚
偽
で

あ
る
」

と

の

言
明
の

仮
装
に

過

ぎ
な

い

た

め
、

そ

も
そ

も

方
法

論
的
な

基
礎
づ

け

が

な

く

　
　
首
尾
一

貫

せ

ず
遂
行
論
的
矛
盾
に

陥
る

か

ら

な
の

で

あ
る

。

（
15
）

例
え

ば

考
古
学
の

遺
跡
の

発
掘
調
査
の

出
土
品
の

真
偽
を
問
う
こ

と

は
、

む
し

ろ

事
実
の

問
題
で

あ
り、

「

出
土
品
」

の

概
念
規

定
の

問
題
で

は

な

　
　
い

よ

う

に

映
る

。

一

方、

「

人
文

科
学
は

科
学
の

範
疇
に

含
ま

れ

る

の

か
」

と

い

う
問
い

と

「

人
文

科
学
は

真
の

科
学
か
」

と

の

問
い

は

殆
ど

区
別
で

　
　
き

な

い

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

　
　

　
で

は

「

人

間
」

概
念
に

つ

い

て

は

ど

う
で

あ
ろ

う
か。

胎
児
が
「

真
の

人
間
」

か

ど

う

か
、

と

の

問
い

は

事
実
の

問
題
な

の
か、

そ

れ

と

も

概
念
規

　
　
定
の

問
題

な
の

で

あ
ろ

う
か

。

で

は

受
精
卵
は

−

真
の

人
間
−

な
の

か
。

卵
子
や

精
了
は

ど

う

か
。

あ

る

い

は

DNA

を
十
全
に

全
て

含
む

細
胞
は

ど

　
　
う

か
。

真
を
正

常、

偽
を
異
常
と

言
い

換
え

る

こ

と

が

で

き

る

と
す

る

と、
「

正

常」

な
DNA

を

持
つ

人

間
が

「

正

常
な

一

真
の
」

人

間
で

あ
り
、

　
　
異
常
な

「

DNA

」

を
持
つ

人
間
は

「

異

常
な
目

偽
の

」

人
間
な
の

か
。

遺
伝
子

組
み

換
え

に

よ
っ

て

突

然
変

異
を

起
こ

し

た
人

間
は

ど

う
か

。

「

異

　
　
常
な

11
偽
の
」

人

間
は

そ

も
そ
も

「

人
間
」

の

範

疇
に

入
る

の

か
。

（
16
）

自
分
が

お

か

れ

た

状
況
を
把
握
す
る

場

合
の

タ

イ
ム

ス
パ

ン

の

枠
組
み

設

定
自
体
が

無
限
に

あ
り
う
る。

ア

ッ

ラ

ー
フ

へ

の

奉
仕
を

意

図
し

て

の

シ

　
　
ャ

リ

ー

ア

に

沿
っ

た

生
き
方
も、

長
期
的
に

見
た

場
合、

た

と

え

ば

職
業
選

択
の

枠
組
み

で
、

イ
ス

ラ

ー
ム

学
者
に

な

る、

軍
人

（
ム

ジ
ャ

ー

ヒ

ド
）

〔265｝49
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に

な
る、

商
人
に

な
る、

農
民
に

な
る、

な
ど

と

い

っ

た

行
為、

中
期
的
に

考
え

る

と
、

被
侵
略
地
に

ジ
ハ

ー

ド

に

赴
く、

マ

ッ

カ

巡
礼
に

行
く、

ク

　
　
ル

ア

ー

ン

を

暗
記
す

る、

モ

ス

ク

を

寄
進
す

る
、

な

ど
の

目
標
設

定、

短

期
的
に

は
、

喜
捨
を

例
に

取
る

と、

法

定
の

最
低
額
を

払
っ

て

済
ま

す

の

　
　
か
、

そ
れ

以
上

を
自
発
的
に

施
す

の

か、

施
す

対

象
に

誰
を

選
ぶ

の

か、

ど
れ

だ

け

自
ら
が

責
任
を

負
う

扶
養
家
族
の

こ

と

を
ど
れ

だ
け

配
慮
し

た

の

　
　
か

を
考
え

る

こ

と
が

で

き

る
。

そ

し
て

そ

れ
ら

の

全
て

を

考
え

る

に

あ

た
っ

て
、

ど

れ

だ
け

意
図
を

純
粋
に

ア

ッ

ラ

ー
フ

を

志
向
せ

し
め

る

の

か
、

無

　

数
の

選

択
肢

、

可
能
性
が

存
在
す

る

の

で

あ
る

。

　
　

全
て

の

人

間
に

は

そ
れ

ぞ

れ

の

瞬
間
に

無

数
の

タ

イ

ム

ス

パ

ン

の

設
定
が
可
能
で

あ
り、

更
に

そ

の

そ

れ

ぞ

れ

に

つ

い

て、

無
数
の

イ

ス

ラ

ー

ム

の

　

選
択
肢
が

存

在
す
る。

〔
17
）

　

繰
り
返
す
が
、

世
界
に

牛

起
す

る

事
象
を
そ

の

複
雑
性
の

総

体
に

お

い

て

把
握
す
る

こ

と

は、

人

間
の

情
報
処
理

能
力
の

生

物
学
的

限
界
を
超
え
て

　
　
お

り、

人

間
は

自
ら

の

行
為
を

含
む

世
界
を

相
対
的
に

単
純
な
一

般

概
念
に

ま

で

縮
減
し
て

把
握
し

整
序
す
る
。

そ

し
て

言
語
は

そ

の

際
の

最
も
有

効

　

な
手
段
で

あ
り、

言
葉
の

束
と

し

て

の

シ

ャ

リ

ー

ア

は
、

人

間
の

行
為
の

参
照
系
と

し

て

機
能
す
る

。

〔
18
）

　
勿
論、

人

間
の

行
為
は
、

様
々

な
次
元

に

お

け

る

複
合
的
な

現
象
で

あ
る

た

め
、

そ

の

イ
ス

ラ

ー

ム

性
も
そ

れ

ぞ

れ
の

次
元
に

お

い

て

解

析
さ

れ
ね

　

ば
な
ら
ず、

そ

れ
故
実
際
の

具
体
的
な
行
為
は

通

常
、

イ
ス

ラ

ー

ム

に

合
致
し

た

次
元
と

そ

う
で

な

い

次
元
の

複
合
で

あ
り、

更
に

同
一

次
元
に

お

い

　
　
て

も
真

偽
が

混

在
す

る

こ

と

も

し

ば
し

ば
で

あ
る

。

例
え
ば、

敵
の

侵
略
を
受
け

た

「

イ
ス

ラ

ー
ム

の

家
［

の

国
境
の

前
線
の

防
人
が、

敵

前
逃
亡
し

　
　
て
、

良
心

の

呵

責
か

ら
マ

ッ

カ

に

小
巡

礼
に

出
掛
け

、

旅
先
で

巡
礼
装
束
を
盗
み
、

そ

の

盗
品
を
着
用
し

た

ま

ま
、

悔
い

改
め

て

マ

ッ

カ

の

聖
モ

ス

ク

　
　
に

籠
っ

て

夜

明
か

し

し、

規
定
の

潔
斎
を

し
な

い

ま

ま

で

夜
通
し

任
意
の

礼
拝
に

立

ち

尽
く
し

た

が、

そ

の

中
で
、

礼
拝
の

作
法
の

多
く

を

間
違
え
て

　
　
い

た、

と
い

っ

た
ケ

ー

ス

を

考
え

て

み

れ

ば
よ

い
。

　
　

　
こ

こ

ま

で

は
、

議
論
の

単
純
化
の

た

め

に
、

行
為
を

決
疑
論

的
に

扱
っ

て

き

た

が
、

実
際
の

行
為
は

全
体
と

し

て

統
一

的
な

も
の

で

あ
り、

要
素
の

　

寄
せ

集
め

で

は

な
い
。

行
為
の

イ

ス

ラ

ー

ム

性
の

前
提
条
件
と

し

て
、

ム

ス

リ

ム

で

あ
る

こ

と

が

必
要
で

あ
り
、

ム

ス

リ

ム

で

な
い

者、

背

教
者
に

つ

　
　
い

て

は、

ど

の

よ
う

な
行
為
も

イ

ス

ラ

ー

ム

と

は

み

な

さ

れ

な
い

の

も

そ

の

た

め

で

あ
る

。

　
　

思
想
に

関
し

て

も
事
情
は

原
理

的
に

行
為
と

同
じ

で

あ
る

が、

思

想
は
一

般
に

行
為
よ
り
更
に

複
合
度
が

高
い

た

め、

思

想
の

イ

ス

ラ

ー

ム

性
の

解

　

析
は

よ
り

複

雑
で

困
難
と

な

る
。

（
19
）

　
ク

ル

ア

ー

ン

の

用
法
で

は
、

不
可
視
界
に

は

来
世
や
、

ア

ッ

ラ

ー

フ

に

関
す

る

事
柄
だ
け
で

な

く、

過
去
の

預
言
者
た

ち

の

物
語
（
例
え

ば、

一

二

　

章
一

〇
二

節）

も

含
ま
れ

る
。

（
20
）

　
現
代
の

ム

ス

リ
ム

の

間
に

は

「

科
学
の

イ
ス

ラ

ー

ム

化
」

と

銘
打
っ

た

プ

ロ

ジ
ェ

ク

ト
が

存
在
す

る

が
、

ニ

ュ

ー
エ

イ
ジ
・

サ

イ

エ

ン

ス

運
動
が
、

　

既
存
の

西
欧
近
代
科
学
に

替
わ

り

う
る

生
産

的
な
パ

ラ

ダ
イ

ム

を

提
示
で

き

な

か

っ

た

の

と

同
様
の

運
命
を
辿
る
よ

う
に

思

わ

れ

る
。

50（266｝

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Religious 　Studies

宗教学 と イス ラーム研究

　

　
　
な
お

政
治

は
現
象
界
の

事
柄
で

あ

る
が、

行
為
に

か

か

わ

る

の

で、

当
為
と

し

て

宗
教
の

対

象
と

な

る
。

イ

ス

ラ

ー

ム

に

お

い

て

政
教
分
離
が

あ
り

　

　
え

な
い
、

と

い

う
の

は
こ

の

意
味
で

あ
り、

社
会
分

化
の

問
題
と

は
無
関
係
で

あ

る
。

し

か

し

こ

の

問

題
に

つ

い

て

は

稿
を

改
め

て

論
じ
た

い
。

（

21
）
　
「

小
文
字
の

イ
ス

ラ

ー

ム

論
」

が

批
判
さ

れ

る
べ

き

な

の

は
、

そ

れ

自
体
が
自
ら

の

批

判
す

る

本
質
主
義、

規
範
主

義
に

陥
る

と

い

う
自
己

矛
盾
に

　

　
陥
る

か

ら

で

あ．
る

。

（

22
）
　
ア

ラ

ブ

世
界
で

は

イ
ス

ラ

ー

ム

学
の

カ

リ

キ
ュ

ラ

ム

に

「

外
国

語
」

が

組
み

入

れ

ら

れ

る

こ

と

は

な

か

っ

た
。

非
ア

ラ
ブ

世
界

で

は、

ア

ラ

ビ

ア

語

　

　
に

次
い

で
ペ

ル

シ

ャ

語
が

学
問．
言

語
と
し

て

学
ば
れ

る

こ

と

が

多
か
っ

た

が、
「

異

教
徒
の

言
語
」

が

制

度
的

に

学
ば

れ
る

こ

と

は

な

か

っ

た
。

（
23）

但
し
こ

の

点
に

お

い

て

は
、

近
年
で

は

イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
の

伝
統
イ

ス

ラ

ー

ム

学
の

高
等
教
育
・

研
究
機
関
に

お

い

て

も、

イ

ス

ラ

ー

ム

を

直
接
に

　

　
扱
う
の

で

は

な

い

再
帰

的
研

究、

即
ち、

特
定
の

学
者
を

取
り

上

げ
て、

そ
の

特

定
の

領
域
に

お

け
る

貢
献
の

独
白
性
を
明
ら

か

に

し
、

学
説
史
的
に

　

　
位
置
づ

け
る

よ

う

な

研

究
が

急
増
し

て

お

り、

実
質

的
に

は

非
イ

ス

ラ

ー

ム

世
界
の

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
と
の

境
界
は

曖
昧
に

な
り

つ

つ

あ
る

。

　

　
　
な
お
、

非
イ

ス

ラ

ー

ム

世

界
の

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
は

イ
ス

ラ

ー

ム

世
界
の

「
イ
ス

ラ

ー

ム

学
」

の

「

他
者
」

視
に

よ
る

自
ら

の

再
帰

性
（
「

研
究
の

　

　
研
究
」

で

あ

る

こ

と
）

へ

の

視
点
の

欠
落、

イ
ス

ラ

ー
ム

世
界
の

イ
ス

ラ

ー

ム

学
は

再

帰
化
の

方
法
論
的
自
覚
を
欠
い

た

ま

ま
の

進
行、

と

い

う

問
題

　

　
を
抱
え
て
い

る
。

　

　
　
ま
た
「

イ

ス

ラ

ー
ム

学
は

ム

ス

リ

ム

の

イ

ス

ラ

ー

ム

に

つ

い

て

の

主
観
的
な

見

解
で

あ
る

が
、

イ

ス

ラ

ー

ム

研
究
は

『

ム

ス

リ

ム

が

イ

ス

ラ

ー

ム

と

　

　
考
え
る

も
の
』

に

つ

い

て

の

実
証
的
で

客

観
的
な

研
究
で

あ
る

」

と

い

っ

た

再
帰

性
と

実
証
性、

客
観

性
の

取
り

違
え
は

厳
に

慎
ま

な

け

れ

ば
な

ら

な

　

　
い

。

イ

ス

ラ

ー
ム

研
究
も
ま

た
、

「

研
究
者
が
『
ム

ス

リ

ム

が

イ

ス

ラ

ー

ム

と

考
え
る

も

の
」

と

主
観
的
に

考
え
る

も

の
」

で

し

か

な
く、

「

大
文
字
の

　

　
イ
ス

ラ

ー

ム
」

の

研
究
が

本
質
主
義、

規
範
主
義
を

免
れ

な

い

と

す
れ

ば

「

小
文

字
の

イ

ス

ラ

ー

ム
」

の

研
究
も

本

質
主
義、

規
範
主
義
を

免
れ
得
な

　

　
か
っ

た

の

と

同

様
に
、

イ
ス

ラ

ー

ム

学
以

上

に

客
観
性、

実

証
性
の

要
求
を
掲
げ

る
こ

と

は

で

き

な

い

の

で

あ
る

。

（
24）
　

概
念
規
定
は
あ

く
ま

で

も

研
究
の

出
発
点
と

し

て

の

作
業
仮
説
で

あ
り

、

結
果

的
に、

破
棄
さ

れ

る

こ

と

は

当
然

あ
り
う
る

。

本
稿
の

規
範
的
「

イ

　

　
ス

ラ

ー

ム

概
念
」

も

勿
論
そ

の

例
外
で

は

な

い
。

（
25
）
　
研
究
の

結
論
と

し

て
、

ア

ッ

ラ

ー
フ

の

不

在、

イ

ス

ラ

ー

ム

の

不
在
が

導
出
さ

れ
る

こ

と

は

学
問
上

は

当
然
あ
り

う
る。

そ

の

結
論
の

妥
当
性
は、

　

　
そ

れ
ぞ

れ

の

研
究
領
域
に

応
じ
て

個
別
の

学

術
的
基

準
に

照
ら

し

て

判
断
さ
れ

ね

ば
な

ら

な

い
。

（
26）

宗
教
学
に

は

当
然
こ

れ

以

外
の

立
場
も

あ
る

。

ま

た

宗
教
現
象
学
も

「

聖
な

る

も
の
」

の

存
在
自
体
に

つ

い

て

は

判
断
停
止

を
方
法

論
的
出
発
点
と

　

　
す
る

。

（
27）
　
典
型
的
に

は

東
洋
思
想
の

共
時

的
構
造
の

解
明
を

目
指
し

た

井
筒
俊
彦
の

業
績
が
挙
げ
ら

れ

よ
う．
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